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1
 

は
じ
め
に

 

ハ
ビ

タ

ッ
ト

・
フ
ォ
i

・
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ

(
H
a
b
i
t
a
t
 
f
o
r
 
H
u
m
a
n
i
t
y

、
以
下

「
ハ
ビ
タ
ッ
ト
」
と
略
)
は
、
貧
困
層

の
住
宅
建

設

に
対
す

る
支
援
活
動
を
世
界
各
地
で
展
開
す
る
国
際
開
発
N
G
O
で
あ
る
。
ケ

ニ
ア
に
お
け
る
援
助
事
業

は
、

一
九
八
二
年

に
同
国

ウ
ェ
ス
タ
ン
州
ブ
ン
ゴ

マ
県
で
始
ま

っ
た
。

 

現
在

(二
〇
〇
六
年
九
月
)、

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ァ
は
、
ナ
イ

ロ
ビ
市
ウ

ェ
ス
ト
ラ
ン
ド
地
区
に
あ
る
本

部
事
務
所
を
中
心

に
、
国
内
に
六

つ
の
管
区

(
R
e
g
i
o
n

)
を
設
定

し
て
事
業
を
展
開
し

て
い
る

(地
図
-
参
照
)。
そ
れ
ぞ
れ

の
管

区

に
は
多

数

の

ア

フ
ィ
リ

エ
ー
ト

(
a
f
f
i
l
i
a
t
e

)
が
登
録

さ
れ

て
い
る

(表
1
参
照
)。
二
〇
〇
六
年
九
月
現
在
、
ケ

ニ
ア
全

国

で
計

四

一
の
ア

フ
イ
リ

エ
ー
ト
が
事
業
を
進
め

て
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
建
設
実
績
は
二
〇
〇
〇
軒
を
超
え

て
い
る
。

 

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
住
宅
建
設
支
援
事
業
で
は
、
可
能
な
限
り
地
域
社
会

の
資
源
を
利
用
す
る
こ
と
が
基
本
理
念
と
さ
れ
、
外
部

か
ら

の
無
償
提
供

の
要
素
は
極
力
排
除
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
住
宅
建
設

の
過
程

で
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
内
部
に
お
け
る
メ

ン
バ
i
間
の
互
助
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
メ
ン
バ
ー
は
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
に
属
す
る
別
の
メ
ン
バ
ー

の
住
宅
建
設
に
際

し

て
、
所
定

の
時
間
分

(四
〇
時
間
以
上
)
の
労
働
奉
仕
を
行
う

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

(「
ス
ウ
ェ
ッ
ト

・
エ
ク
イ
テ
ィ
」

と
呼
ば
れ
る
)
。

 

ま
た
、
自
分
の
住
宅
が
完
成
し

「ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
」
と
な

っ
た
後
は
、
建
設
に
要
し
た
経
費
の
総
額
を

月
賦
で
返
済
し
な

け

れ
ば
な
ら
な

い
。
貸
付
と
返
済
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
限
り

に
お

い
て
、
持
続
的
な
事
業
展
開
が
可
能
と

な
る
。
逆

に
、

ホ

ー
ム
ォ
ー
ナ
ー
た
ち

の
返
済
が
滞
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す
れ
ば
、
還
流
す
る
資
金

(リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
基
金
)
の
絶
対
量
が
不
足
し
、



地図1 ハ ビタット・ケニアの活動地域

表1 ハ ビタ ッ ト・ケニアの6管 区な らびに40ナ フィリエー トの一覧(2006年9月 現在〕

Regions Bungoma Maua Runye切es Kisii Machakos Bomet

Afmiates Ndabamach AthinエGaiti Kigumo Kiエu Kaani Kiptulwa

Lubokha Kirindine Mukuuri Bigege Kabusare

Kimilii Athimba Kimuri Matieko Chepngaine

Bungoma Kanthiari Thuita NyamemiSO MosOP

Mulembe Antubochiu MufU Bomwagi Kaplong

Katira Nkinyanga Kathari Boronyi

Myanga Akirangondu Gichiche
Bonyagatan-
 .

y1

Antubetwe Mbiruri
Bonyanchai一

re

Gikuuri Nyanchwa

Kegati

出,典 http=〃www.hfhkenya.or.ke/html/hfhk_affiliates.html(ア ク セ ス2006年9月6日)
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ア

フ
ィ
リ

エ
ー
ト
内

で
の
新
た
な
住
宅
建
設
が
不
可
能

に
な

っ
て
し
ま
う
。

 

各

ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
は
、
本
部
か
ら
、
住
宅
建
設

の
元
手

に
な
る
貸
付
金

や
事
業
運
営

の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
助
言
に
つ
い
て
支

援

を
受

け
る
が
、
事
業
計
画
書
の
作
成
、
事
務
所
維
持
、

ロ
ー
ン
返
済

の
窓
口
、
さ
ら
に
は
財
務
管
理
に
い
た
る
ま

で
、
通
常

業

務

の
全

て
を
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担

っ
て
い
る
。
ま
た
対
象
世
帯
の
選
別
な
ど

に
つ
い
て
あ
る
程
度

の
裁
量
が
認
め
ら

れ

て
い
る
と

い
う
点

で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
性

の
高

い
自
助
組
織
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

 

本
稿

は
、
筆
者
が
二
〇
〇

一
年
か
ら
社
会
人
類
学
調
査
を
継
続
し
て
い
る
ケ

ニ
ア
中
央
高
地

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

の

一
農
村

に

お
け

る

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
援
助
活
動

に
関
す

る
調
査
報
告

で
あ
る
。
副
題
に
示
し
た
と
お
り
、
と

り
わ
け

ハ
ビ

タ

ッ

ト

・
ケ

ニ
ア
の
住
宅
建
設
支
援
事
業
に
お
け
る
貸
付
支
援
と

ロ
ー
ン
返
済
の
現
状

に
つ
い
て
重
点
的

に
記
述
し
た
い
。

こ
れ
は
、

無

償
提
供
で
は
な

い
開
発
援
助
、
と
り
わ
け
貸
付
型

の
小
額
開
発
援
助

の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え

で
興
味
深

い
事
例
に
な
る
と

考

え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿

で
は
、
筆
者
が

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
の
農
村

に
お
け
る
住
み
込
み
調
査
か
ら
得
た
知
見
を
も

と

に
、

ハ
ビ
タ
ッ
ト

・
ケ

ニ
ァ
の
事
業

に
み
ら
れ
る
可
能
性
と
現
時
点
で
の
課
題
を
示
す
。
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2

ケ

ニ
ア
中
央
高
地

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

 

本
稿

で

い
う

「
ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
」
と

は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
現
在

の
行
政
区
分

で
は
、
メ
ル

・
ノ
ー

ス
県

(
M
e
r
u
 
N
o
r
t
h

D
i
s
t
r
i
c
t

)
に
相
当
す
る
。

メ
ル

・
ノ
ー
ス
県
は
、

一
九
九
三
年
の
旧
メ
ル
県
の
分
割

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
行

政
県
で
、
創
設
当

初

は

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
県

(
N
y
a
m
b
e
n
e
 
D
i
s
t
r
i
c
t

)
を
公
式
名
称

と
し
、
そ

の
後

メ
ル

・
ノ
ー

ス
県

へ
と
名

称
変

更
し
た
。
旧
称

「
ニ
ャ
ン
ベ
ネ
県
」
は
、
標
高
約
二
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
イ
テ
ィ
エ
ネ
峰
を
頂
上
と
す
る

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
山
稜

に
因
む
名
称

で
あ



る
。

 

県
内

に
居
住
す

る
六

〇
万
四
〇
五
〇
人

(
一
九
九
九
年
の
国
勢
調
査
)
の
大
半
は

メ
ル
語
を
母
語
と
す

る
人

々
、
す
な
わ
ち

「
ア

メ
ル
」

(
A
m
e
r
u
,
 
A
m
i
i
r
u
)

で
あ
る
。
県
西
部

に
居
住
す

る
人

々
と
県
東
部
に
居
住
す

る
人

々
と

は
、
各

々

「
テ
ィ
ガ

ニ

ァ
」
(
T
i
g
a
n
i
a

)
、
「
イ
ゲ
ン
ベ
」

(
I
g
e
m
b
e
,
 
I
g
e
m
b
e

)
と
呼
ば
れ
て

い
る
が
、

い
ず
れ
も

ア
メ
ル
の
サ
ブ

・
グ

ル
ー
プ

で
あ
る
。

メ

ル

・
ノ
ー
ス
県
は
、

二
〇
〇
七
年
に

「
イ
ゲ

ン
ベ
県
」
と

「
テ
ィ
ガ

ニ
ァ
県
」
と
に
二
分
割
さ
れ
た

(二
〇
〇
七
年

一
月

一
九

日
新
聞
報
道
)。

 

筆
者

が

ハ
ビ

タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
住
宅
建
設
支
援
事
業

に

つ
い
て
調
査
を
実
施
し
た

の
は
、
中
心
都
市

マ
ウ

ア
町

の
南
東
方

向

に
位
置
す
る
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡

(
I
g
e
m
b
e
 
S
o
u
t
h
e
a
s
s
t
 
D
i
v
i
s
i
o
n

)
で
あ
る
。
イ
ゲ

ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ

ー
ス

ト
行
政
郡
は
、
北
西
か
ら
南
東
に
か
け

て
緩

や
か
に
傾
斜
し
て
お
り
、
斜
面
は
メ
ル
国
立
公
園

の
あ
る
平
原

地
帯

(ダ
イ
チ
ュ

ウ
平
原
)

へ
と
続

い
て
い
る
。
標
高

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
上

の
高
原
地
帯

に
は
、
行
政
役
場

・
教
会

・
小
学
校

・
露
店

・
常

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

設
商
店
な
ど
が
数
多
く
立
地
し
、
人
家
が
集
中
し
て
い
る
。
平
原
地
帯
は
、
高
原
地
帯
に
比

べ
て
人
口
密
度
が
低

い
。
た
だ
し
、

高

原

に
居
住
す
る
世
帯

の
殆
ど
全
て
が
、
高
原
地
帯
と
平
原
地
帯
と

の
両
方

に
耕
地
を
有
し

て
お
り
、
各

々

の
社
会
条
件

や
自

然
環
境

に
適
し
た
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
高

原
地
帯
は
ミ
ラ
ー

(後
述
)、

コ
ー
ヒ
ー
、
茶
な
ど

の
換
金
作
物
栽

培
と
、
牛

・
山
羊

・
羊

・
家
禽
な
ど
の
家
畜
飼
育
と
を
優
先
し
、
平
原
地
帯
は
メ
イ
ズ
、
イ
ン
ゲ
ン
豆
、
サ

サ
ゲ
、
ミ
レ
ッ
ト

な

ど
の
自
給
作
物
栽
培
を
優
先
す
る
。
各
地
に
拡
散
し
た
複
数

の
耕
地
を
同
時
に
管
理
す
る
た
め
、
多
く

の
人

々
が
、
日
常
的

に
片
道
五
キ
ロ
か
ら

一
〇
キ

ロ
の
道
の
り
を
歩
き
、
平
原
地
帯

の
畑

に
通

っ
て
い
る

口
ω匿

農
o
oΣ
。

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

に
お
け
る

ハ
ビ
タ
ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
住
宅
建
設
支
援
と

ロ
ー
ン
返
済

の
現
状

に
つ
い
て
の
報
告

へ
と
進
む

前

に
、
本
節

に
て
、

(
一
)

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に
お
け
る
住
宅
事
情
、

(二
)

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
の
地
域
住
民

が
主
要
な
現
金
収
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入
源

と
す

る
地
場
産
業
、
と
り
わ
け
地
元
特
有

の
換
金
作
物

(ミ
ラ
i
)

産
業

の
特
徴
、

(三
)

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に
お
け
る
他

の
国
際
開
発

N
G

O

の
活
動
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
述
べ
、
背
景
と
な
る
情
報
を
提

示
し

て
お
き
た

い
。

2

・
1
 

一
一ヤ
ン
ベ
ネ
地
方
の
住
宅
事
情

 
生
態
学
的
環
境
が
多
様
な

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境

に

適
応

し
た
多
様
な
住
宅
文
化
が
み
ら
れ
る
。
第

一
に
、
イ
ゲ

ン
ベ

・
サ
ウ

ス
イ

ー
ス
ト
行
政
郡
を
は
じ
め
、

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
山
稜

の
南
東
斜
面

に
位
置

す
る

湿
潤
な
地
域
で
は
、
家
屋
敷
を
囲
む
生
垣
の
多
く
は
チ
ト

ニ
ア

(キ

ク
科
)
あ
る

い
は
ラ
ン
タ
ナ

(ク
マ
ツ
ヅ
ラ
科
)
だ
が
、
北
西
斜
面
に
位
置

す

る
降
水
量

の
少
な

い
地
域

は
、

ユ
ー
ホ
ル
ビ

ア

(ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
)

を
用

い
た
生
垣
が

一
般
的

で
あ
る
。

 
第

二
に
、
十
分
な
降
雨
が
望
め
ず
、
地
質
的
に
も
換
金
作
物

(後
述
)

の
栽

培
に
適
さ
な

い
地
域
は
、
農
業
部
門
に
お
け
る
現
金
収
入
が
低

い
た
め
、
結
果
的
に
、
地
元
で
入
手
可
能

な
建
材
を
使
用

し
た

伝
統
的
な
様
式

の
住
宅

(写
真
1
)
が
数
多
く
存
在
す

る
。
筆
者
が
調
査
を
実
施
し
た
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ

ス
イ
ー
ス
ト
行

政
郡

の
高

原
地
帯
で
は
、
そ
う
し
た
住
宅
は

一
軒
し
か
確
認

で
き
な
か

っ
た
が
、
北
方

の
ン
ジ

ア
行
政
郡

(
ニ
ャ
ン
ベ
ネ
山
稜

北
西
斜
面
)
に
は
多
数
現
存
す
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

写真1 伝統的様式の住宅(ン ジア行政郡)
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第
三
に
、
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ

ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡
南
部

の
湿
潤
な
平
原
地
帯

(ダ
イ
チ
ュ
ウ
平
原
)
に
は
、

キ
リ
ン
ゴ
と
よ

ば

れ
る
伝
統
的
な
樹
上
家
屋
が
存
在
す
る
。
樹
上
家
屋
は
、
ミ
レ
ッ
ト
栽
培
が
盛
ん
で
、
か

つ
野
生
動
物

の
生
息
圏
に
近

い
こ

の
地
域

に
特
有

の
建
築
様
式

で
あ
る
。

こ
の
地
域

の
人
々
は
、
収
穫
前

の
ミ
レ
ッ
ト
を
監
視
し

(鳥
類
に
よ
る
食
害
対
策
)、
ま

た
象

・
サ
イ

・
大
型
肉
食
獣
な
ど
危
険
な
野
生
動
物
か
ら
避
難
す
る
た
め
に
、
樹
上
家
屋
を
利
用
し
て
き
た
。

 

第
四
に
、
住
宅
建
材
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
今

日
の
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡

で
は
、
建
材
と
し
て
利
用
さ

れ

る
樹
木

の
大
部
分
は
、

ハ
ゴ

ロ
モ
ノ
キ

(ヤ
マ
モ
ガ
シ
科
)
で
あ
る
。
だ
が
、
地
元
住

民
が
か

つ
て
好

ん
で
利
用
し
て
い
た

の

は
、
例
え
ば
、
壁
板

や
柱
材

に
適

し
た

「
ム

ク
イ
」
(
N
e
w
t
o
n
i
a
 
b
u
c
h
a
n
a
n
i
i
)

、
扉

に
適

し

た

「
ム
リ

ン
ガ
」
(
C
o
r
d
i
a

§

。
§

9
)
、

シ

ロ

ア

リ

対

策

に

適

し

た

「
ム

ク

ウ

ェ
オ

」

(
B
r
i
d
e
l
i
a
 
m
i
c
r
a
n
t
h
a

)

と

い

っ
た

固

有

種

だ

っ
た

。

現

在

は

、

生

物
多
様
性

の
維
持
と
環
境
保
全

の
た
め
、
固
有
種

の
伐
採
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
。
地
元
住
民
は
、

ハ
ゴ

ロ
モ
ノ
キ
を
は

じ
め
と
す
る
外
来
種
を
植
林
し
、
建
材
調
達
を
行

っ
て

い
る
。
ま
た
、
現
時
点
で
は
少
数
だ
が
、
メ
ル

・
セ
ン
ト
ラ
ル
県
で
産

出
さ
れ
る
石
材
や
、
地
元

で
採
取
し
た
自
然
石
な
ど
を
用

い
た
石
造
家
屋
が
、
建
設
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

 

第
五
に
、
住
宅
様
式
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
今
日
の
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡
で
は
、

一
世
帯
が
居
住
す

る
家
屋
敷
は
、
夫
婦
な
ら
び
に
幼

い
子
供
が
使
用
す
る
家
屋
を
中
心

に
、
炊
事
小
屋
、
結
婚
を
控
え
た
娘
の
家
屋
、
割
礼
を
済

ま
せ
た
息
子

の
家
屋
を
備
え
る
の
が
、
典
型
的
な
様
式
と
な

っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
居
住
様
式
は
、
年
来

の
社
会
変

化
を
反
映
し
た
も

の
で
あ

る
。
比
較
的
古

い
様
式
を
残
し
た
家
屋
敷
で
は
、
妻
が
寝
起
き
す
る
家
屋
が
内
部

に
炊
事
場
を
備
え
、

夫

は
自
分
の
小
屋
を
持

つ
。
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2

・
2
 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

の
地
場
産
業

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

で
は
、

一
九
六
〇
年
代

に
コ
ー
ヒ
ー
が
換
金
作
物
と
し

て

広
範

に
栽
培

さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

[
B
e
r
n
a
r
d
 
1
9
7
2
:
 
1
1
8
-
1
2
1

]。
そ

の
後

一
九

八
〇
年
代
ま
で
着
実

に
成
長
し
、
大
多
数

の
世
帯
が
栽
培
を
行

っ
て

い
た
。
と

こ
ろ
が
、

一
九

八
〇
年
代
末

に
、
市
場
価
格

の
低
迷

の
た
め
に
多
く
の
人
々
が

コ
ー

ヒ
ー
栽
培
を
続
け
る
意
欲
を
失

っ
た
。
そ
れ
に
か
わ
る
換
金
作
物
と
な

っ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

た

の
が
噛
む
嗜
好
品

「
ミ
ラ
ー
」

(
m
i
r
a
a

)
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代

に
な
る

と
、

ミ
ラ
ー
が
、
そ
れ
と
同

一
の
植
生
帯
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
が
好
ま
し

い
と

さ
れ

る
コ
ー
ヒ
ー
を
徐

々
に
駆
逐
し
始
め
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

 
今

日
、
ミ
ラ
ー
産
業
は
、
生
産
部
門
の
み
な
ら
ず
、
加
工

・
流
通
部
門
に
お

い
て
も
発
達
し
、
と
り
わ
け
加
工
部
門
に
お

い
て
多
数

の

一
時
雇
用
を
生
み
出

し

て

い
る
。
早
朝
六
時
か
ら
七
時
の
間
に
収
穫
さ
れ
た
ミ
ラ
ー
の
大
束
は
、
七

時
か
ら
八
時
に
か
け
て
各
地
の
公
共
広
場

で
生
産
者
か
ら
地
元
出
身
の
仲
買
人

に
売

却

さ
れ

る
。
そ

の
直
後
、
広

場
周
辺

で
仲
買

人

が
組
織
す

る

ワ
ー

ク

シ

ョ
ッ
プ

(写
真
2
)
に
お

い
て
流
れ
作
業

で
摘
葉

(瑞
枝
か
ら
葉
を
と
り
の
ぞ
く
)
・
梱
包
を
中
心
と
す
る
加

工
が
施
さ
れ
、
午

前
一
一

時
、
遅
く
と
も
昼
時
ま

で
に
は

マ
ウ
ア
郊
外

の
停
車
場
に
運
搬
さ
れ
、
元
々
の
発
注
者

で
あ
る

ソ
マ
リ
人
卸
売
人
の
手

に
渡

る
。

 

ミ

ラ
ー
の
産
地
で
は
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
加
工
作
業

の
担

い
手
と
な
る 写 真2 ミラ ー梱 包 ワ ー ク シ ョ ップ
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の
は
地
元
住
民
、
と
り
わ
け
未
婚
男
性
、
未
婚
女
性

(シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
含
む
)
で
あ
る
。
概
し
て
品
薄
に
な

る
乾
季

よ
り
も
、

多

量

の
収
穫
が
可
能
な
雨
季

の
方

が
人
手
不
足

に
な
り
や
す
く
、

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
の
作
業
に
対
す
る
支
払

は
よ

い
。
だ
が
、

例
え
ば
端
境
期

に
あ
た
る

一
〇
月
で
も
、
朝
八
時
か
ら
昼
前

の

一
一
時
ま

で
働

い
て

一
日

一
五
〇
シ
リ
ン
グ

(
一
シ
リ
ン
グ
ー-

約

丁

六
円
)
程
度

の
現
金
を
得
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し

い
こ
と
で
は
な

い
。
学
童

・
未
婚
女
性

・
既
婚
男
女

の
場
合
、
猥

談

が
飛
び
交
う
こ
と
さ
え
あ
る
泥
臭

い
雰
囲
気

の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

の
場
に
身
を
置
き
、
不
安
定
な
未
熟
練
労
働

を
す
る
こ
と
は

好
ま
し
く
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
誰
で
あ
れ
生
産
者
と
し
て
ミ
ラ
ー
栽
培
に
従
事
す
る
こ
と
は
、
全
く
と

い
っ
て

よ

い
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
な

い
。
他
方
、
高
等
教
育
と
正
規
雇
用

の
社
会
的
価
値
を
重
視
す
る
人
は
、
加
工
部

門
の
不
安
定
性
な

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ヨ 

ら

び
に
流
通
部
門
の
ギ

ャ
ン
ブ
ル
性
を
嫌

っ
て
、
ミ
ラ
ー
産
業

一
般
を

「ま

や
か
し
の
ビ
ジ
ネ

ス
」
だ
と
揶
揄

す
る
こ
と
が
し

ば

し
ば

で
あ
る
。

 

現
在
、
こ
う
し
た
ミ
ラ
ー
産
業
は
、
ケ

ニ
ア
で
は

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
の
み
に
お

い
て
大
規
模
に
発
達
し
て

い
る
。
そ
し
て
、

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に
お
け
る
ミ
ラ
ー
産
業
は
、
生
産

・
加
工

・
流
通

の
全

て
の
部
門
に
お

い
て
、
重
要
な
収

入
源
と
な

っ
て

い

る
。
小
規
模

に
栽
培
す
る
地
元
農
民
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

で

一
時
雇
用
を
得
る
労
働
者
、
生
産

・
流
通
に
お

い
て
成
功
を
収
め

巨

富
を
築

い
た
実
業
家
な
ど
を
取
り
混
ぜ
て
、
多
く

の
人

々
が
各

々
に

「
ミ
ラ
ー

・
ビ
ジ
ネ

ス
」
を
営
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

 

ま
た
、
ミ
ラ
ー
産
業
を
媒
介
と
す
る
活
発
な
キ
ャ
ッ
シ

ュ

・
フ
ロ
ー
は
、
地
域
経
済

の
他

の
部
門
を
も
刺

激
す
る
相
乗
効
果

を
持

つ
。
ミ
ラ
ー
産
業
に
お

い
て
得
た
現
金

が
地
域
社
会

に
お
け
る
消
費

の
活
性
化
に
結
び

つ
く

の
み
な
ら

ず
、
各
種

の
梱
包

材
料

(バ
ナ
ナ
、
ク
ズ
ウ
コ
ン
等
)、
加
工

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
使
用
す
る
空
家

・
空
地
な
ど
、
ミ
ラ
ー
産
業
に

お

い
て
し
か
利

用

し
え
な

い
も

の
が
売
買
の
対
象
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
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・
3
 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に
お
け
る
開
発
援
助

 

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
は
、
住
宅
建
設
支
援
に
特
化
し
、
か

つ
個
人
を
対

象

と
し
た
貸
付
型

の
小
額
援
助
事
業
を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
別

の
国

際

開
発

N
G
O

の
プ

ラ
ン

・
ケ

ニ
ア

(霞
導

囚
①尾
9・)
は
、
複
数

の
分
野

に

わ
た

る
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
、
特
定
個
人
を
対
象
と
し
な

い
比
較
的

大

規
模
な
無
償
援
助
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
ま
た
、
プ
ラ
ン
は
、
事
業

の

年

限
を
定
め
る
点
で
も

ハ
ビ
タ

ッ
ト
と
異
な
る
。

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

に
お
け
る
プ
ラ
ン
の
援
助
事
業
は
、

一
九
入
○
年
代
初

頭

に
始
ま

っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
展
開
し
た
主
要
な
事
業
は
、
水
供
給
事
業
、

道

路

整
備
、
学
校
建
設

(写
真
3
)
、
農
業
技
術
支
援
、

フ
ォ
ス
タ
ー

ペ
ア

レ

ン
ト
事
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
今
日
で
は
水
供
給
事
業

に
比
重
が
置
か

れ

る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
当
初
は
、
援
助
す
る
側
と
援
助
を
受
け
る
側
と

の

問

の
顔

の
み
え
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
の

一
つ
と
し
た

フ
ォ
ス

タ
ー

ペ
ア
レ
ン
ト
事
業
が
中
心
だ

っ
た
。
か

つ
て
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡
も
事
業
対
象
地
域
だ

っ
た
た
め
、
小

学

校
時
代
に
、
海
外

の

「
フ
ォ
ス
タ
ー
ペ
ア
レ
ン
ト
」
か
ら
手
紙

や
文
房
具
な
ど

の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら

っ
た

こ
と

の
あ

る

人

々
が
数
多
く

い
る
。
事
業
開
始
当
初
は
、
海
外
か
ら

の
開
発
援
助
が
ま
だ
珍
し
か

っ
た
こ
と
に
加
え
、

フ
ォ
ス
タ
ー
ペ
ア
レ

ン
ト
＝

里
親
と

い
う
言
葉
の
独
特

の
語
感

の
た
め
に
、
地
元
住
民

の
問

で
様

々
な
誤
解
が
生
じ
た
と

い
う
。

 
今

日
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行
政
郡

で
利
用
さ
れ
て
い
る
配
水
管
網
は
、
プ
ラ
ン
の
支
援

に
よ

っ
て
整
備
さ
れ
た
も

写真3 プランの支援によって建設された校舎(マ ウア町

  近郊)
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の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
水
源
地
か
ら
直
接
取
水
し
た
清
潔
な
水
が
各
方
面

に
供
給
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
配
水
管
網

の
設
置
は
、
衛
生
面

で
の
生
活
環
境
が
飛
躍
的

に
向
上
し
た
こ
と
、
水
汲
み
と
運
搬
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
、
耕
地

へ
の

灌
瀧
が
容
易
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
、
多
く

の
点

で
地
元
住
民

の
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。

 
今
日
の

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
で
は
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト
や
プ

ラ
ン
の
よ
う
に
欧
米

に
本
部
を
有
す

る
国
際
N
G
O
の
他
に
、
草
の
根

の
民
間
団
体
が
多
数
活
動
し
て
い
る
。

一
例
と
し
て
、

一
九
九
三
年
に

マ
ウ
ア
町

で
活
動
を
開
始
し
た
身
体
障

害
者
支
援
セ

ン

タ

ー

(竃
9d【餌
目)一qa巴
り一①創
O
Φ〕Pけ目①
ω
①一h
=
Φ一℃
(}円09
b
)
は
、
自
助
努
力

に
よ
る
資

金

調
達
、
E
C

(欧
州
委
員
会
)
の
援
助
を
土
台
と
し
た

ケ

ニ
ア
政
府

の
公

的

基
金

(
C
o
m
m
u
n
i
t
y
 
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 
T
r
u
s
t
 
F
u
n
d

)、
さ
ら

に
は
イ
ギ
リ

ス
な

ら
び
に
ド
イ
ツ
の
メ
ソ
ジ

ス
ト
教
会
か
ら
の
資
金
援
助
を
得

て
、
障
害
者

の

経

済
的
自
立
促
進

の
た
め

の
事
業
を
進
め
て
き

た
。
現
在
、
同
支
援

セ

ン

タ
ー
は
、
二
〇
〇
六
年
に
完
成
し
た
多

目
的
ホ
ー
ル

(写
真
4
)
を
拠
点
に
、

靴

修
理

・
家
具
製
作

・
服
飾
業

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
す
る
た
め
の
最

終

準
備
段
階
に
入

っ
て
い
る
。

3

 

ニ
ャ

ン
ベ
ネ

地
方

に
お
け

る

ハ
ビ

タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に
お
け
る

ハ
ビ

タ
ッ
ト
の
住
宅
建
設
支
援
事
業
は
、

マ

ウ

ア
管
区
事
務
所
が
管
轄
す

る
八

つ
の
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト

(表
1
参
照
)
に

写真4 身体障害者支援センターの多目的ホール(マ ウア

   町)
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お

い
て
進
行
中
で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年

一
月
現
在
、
管
区
事
務
所
は
、

マ
ウ
ア
町
の
中
心
部
に
あ

る
雑
居
ビ

ル

(法
律
事
務
所

な
ど
が
入
居
す
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
)
の

一
室
を
占
め
て
お
り
、
こ
こ
に

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
本
部
か
ら
派
遣
さ

れ
た
、
「
フ
ィ
ー

ル
ド

・
オ
フ
ィ
サ
i
」
と
呼
ば
れ
る
三
名

の
専
任

ス
タ

ッ
フ
が
勤
務
し
て
い
る
。

マ
ウ
ア
管
区
事
務
所
が
管
轄
す
る
八

つ
の
ア

フ
ィ
リ

エ
ー
ト
は
、
各

々
が
独
立
性
の
高

い
自
助
組
織
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
事
務
所
維
持
か
ら
ロ
ー
ン
返
済
の
窓
口
、
さ

ら

に
は
財
務
管
理
に

い
た
る
ま
で
、
通
常
業
務

の
全

て
を
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担

っ
て
い
る
。
管
区
事

務
所
の
フ
ィ
ー
ル

ド

・
オ

フ
ィ
サ
ー
は
、
管
内
八

つ
の
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
が
効
果
的
な
支
援
事
業
を
進
め
て
い
る
か
、
健
全
な
資
金
運
用
を
行

っ

て

い
る
か

に
つ
い
て
指
導

・
監
督
す
る
と
同
時
に
、
住
宅
建
設
に
か
か
る
技
術
研
修
や
ロ
ー
ン
返
済
を
円
滑
化
す
る
た
め

の
研

修

(6
節
)
等

に
つ
い
て
補
佐
す
る
。
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3

・
ー
 
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
認
定

の
手
続
き

 

住
宅
建
設
支
援
事
業

に
関
心
を
持

つ
団
体

(草
の
根
の
自
助
組
織
)
が
、

ハ
ビ

タ
ッ
ト
の
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
と
し
て
正
式
に
認

定

さ
れ
る
ま

で
の
手
続
き
は
、
凡
そ
次

の
と
お
り

で
あ
る
[
H
a
b
i
t
a
t
 
f
o
r
 
H
u
m
a
n
i
t
y
 
K
e
n
y
a
 
2
0
0
2

]。

①

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
は
、
候
補
地

に
お
け
る
事
業
展
開

の
可
能
性
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
。

②
派
遣
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド

・
オ
フ
ィ
サ
ー
は
、
支
援
事
業

の
窓
口
と
な
る
団
体

(以
下
、
「対
象
団
体
」
)

に
つ
い
て
事
前
調

 

 
査
を
実
施
し
、
最
終
的
に
本
部
が
対
象
団
体
を
指
定
す
る
。

③
対
象
団
体
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド

・
オ
フ
ィ
サ
ー

の
指
導

の
も
と

(ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
、
以
下
同
)
、
事
業

計
画
書

(3

・
3

 

 
 
 ぐソ

 

 
参
照
〉
を
作
成
し
、
本
部

に
提
出
す
る
。

④
対
象
団
体
は
、
第

一
号
住
宅

の
建
設
に
備
え
、
独
自
に
資
金
調
達

(募
金
)
を
開
始
す
る
。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ら
 

⑤
対
象
団
体
は
、
最
初
に
住
宅
建
設
支
援
を
受
け
る
三

つ
の
対
象
世
帯
を
選
定
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

⑥
対
象
世
帯
は
、
便
所
設
置
の
準
備
を
進
め
、
か

つ
自
分
で
調
達
す
べ
き
建
材

(後
述
)
を
揃
え
る
。
ま

た
、
頭
金
を
支
払

 

い
、

ロ
ー
ン
の
契
約
書

に
署
名
す
る
。

⑦
対
象
団
体
は
、
大
工
な
ら
び
に
建
材
販
売
業
者
を
選
定
し
、
見
積
を
本
部
に
報
告
す
る
。
ま
た
、
建
材
を
購
入
し
、
対
象

 
世
帯
な
ら
び

に
大

工
と
と
も
に
、
建
設
作
業

(便
所
と
住
宅
)
を
進
め
る
。

⑧
対
象
団
体
は
、
契
約
書
と
誓
約
書

に
署
名
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ケ

ニ
ア
本
部
と
国
際
本
部
に
提
出
す
る
。
ま

た
、
完
成
し
た
住

 
宅
な
ら
び
に
記
念
品

の
聖
書

(メ
ル
語
版
)
を
対
象
世
帯
に
贈
呈
す

る
。

⑨

ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
ロ
ー

ン
返
済
と
、
対
象
団
体

に
よ

る
本
部

へ
の
財
務
報
告
の
提
出
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

ハ
ビ

 

タ

ッ
ト
本
部
は
、
対
象
団
体
を
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
と
し
て
正
式

に
認
定
す
る
。

3

・
2
 
ア
ゼ
ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
の
概
要

 

筆
者
が
集
中
的
に
調
査
を
実
施
し
た
ア
ゼ
ロ
ガ
イ

テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
は
、
上
記
の
手
続
き
を
経

て
、
現
在

の
マ
ウ
ア

管

区
内
で
最
初
に
活
動
を
開
始
し
た
団
体

で
あ

る
。

一
九
九

六
年

(支
援
事
業
の
初
年
度
)
か
ら
二
〇
〇
六
年

一
月
現
在

(本
論

文
の
も
と
に
な
る
調
査
の
実
施
時
)
ま

で
の
間
に
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ

テ
ィ

・
ア

フ
ィ
リ

エ
ー
ト
内
で
建
設
さ
れ
た

ハ
ビ
タ

ッ
ト
住
宅

の
軒
数
は
表
2
の
と
お
り

で
あ
る

(表
2
は
ロ
ー
ン
の
返
済
実
績
の
デ
ー
タ
を
含
む
が
、
そ
の
詳
細
は
6
節
で
述
べ
る
)
。

 

表

2
の
と
お
り
、
事
業
初
年
度

(
一
九
九
六
年
)
は
、

ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
全
体
で
二
八
軒

の
住
宅
が
竣
工

し
た
。
ア
ゼ

ロ
ガ

イ

テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
第

一
号

の
ハ
ビ
タ

ッ
ト
住
宅
が
完
成
し
た
の
は
、

一
九
九
六
年

二
月
二
四
日
だ

っ
た
。
単
純
に
比

較

す
る
と
、

一
九
九
七
年
と

一
九
九
八
年

の
業
績
は
、
初
年
度
か
ら
半
減
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
両
年
と
も
平
均
し
て
月

に

一
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表2ア ゼ ロ ガ イテ ィ ・ア フ ィ リエ ー ト年 度 別 実績(1996年 ～2005年)

年度
建設実績

(軒数)
返済完了者数 返済未了者数 返済遅延者数

1996 28 13 15 13

1997 15 4 11 6

1998 12 3 9 7

1999 9 0 9 2

2000 2 0 2 1

2001 4 0 4 1

2002 0 0 0 一

2003 0 0 0 一

2004 20 O 20 冒

2005 8 0 8 一

計 96 20 76

ロー ン返済 に関す る数値 は2006年1月 現在 。

軒

の
ペ
ー

ス
で
建
設
事
業

が
進
行
し

て
い
た
と

い
う
点

で
は
順
調
な
運
び

だ

っ
た
。

 

じ

つ
さ
い
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
の
業
績
は
、

一
九
九

六
年
か
ら

一
九
九
九
年
ま
で
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ケ
ニ
ア
全
国

で
最
も
優
れ

た
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
の
ひ
と

つ
だ

っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
九
九
七
年

に
は
、

竣

工
し
た
住
宅
軒
数

や
ロ
ー
ン
返
済
率
な
ど
に
つ
い
て
の
総
合
評
価
に
お
い

て
、
全
国

で
最
も
優
れ
た
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
と
し
て
の
評

価
を
得

て

(当
時

は
、
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
ケ
ニ
ア
国
内
の
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
の
総
数
が
少
な
か

っ

た
が
)、

ハ
ビ

タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
本
部
か
ら
表
彰

さ
れ

た
。

一
九
九
九
年

に
は
、
三
項
目
に
お

い
て
全
国

一
位

、
総
合
評
価

に
お
い
て
全
国
二
位
だ

っ

 ヱた
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
.

 
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら

二
〇
〇
三
年
の
問
、

ア

フ
ィ
リ
エ
ー
ト

の

資
金
繰
り
が
悪
化
し
、
事
業
継
続
が
不
可
能
と
な

っ
た
。

二
〇
〇
二
年
と
二

〇
〇
三
年
は
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ
に
お

い
て
結
果
的
に

一
軒
も
建
設
で
き
な

か

っ
た
。
こ
れ
は
、
多
く

の
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
が
ロ
ー
ン
返
済
を
著
し
く
遅

延
さ
せ
る
よ
う

に
な
り

(詳
細
は
本
稿
6
節
)、
結
果
的
に

ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト

内
で
循
環
す

べ
き
資
金
が
底
を

つ
い
て
し
ま

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
は
、

「
本
部
が
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト

に
対
す

る
制
裁
措
置
と

し

て
、
支
援
を
打
ち
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切

っ
た
た
め
に
」
(ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
運
営
委
員
)
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
は
実
質
的
な
休
眠
状
態

に
陥

っ
た
。

 

二
〇
〇
四
年
、

ア
ゼ
ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
は
、
住
宅
建
設
を
再
開
し
、
二
〇
軒

の
住
宅
を
建

設
す
る
こ
と
が
で

き

た
。

二
〇
〇
五
年
は
、
予
定
し
て

い
た

一
二
軒

の
う
ち
、
八
軒
を
竣
工
し
た
。
事
業
再
開
に
あ
た
り
、

ア
ゼ
ロ
ガ
イ
テ
ィ

・

ア

フ
ィ
リ

エ
ー
ト
は
、
事
業
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
験
を
ふ
ま
え

て
、
以
前
よ
り
も
資
金
管
理
を
厳
格
化
す
る
方
針
を
打

ち

出
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
ロ
ー

ン
返
済

の
意
志
が
な

い
と

み
ら
れ
る
悪
質
な
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
i

(二
名
)

に
対
し
て
す

で
に

マ
ウ
ア
地
裁
に
お

い
て
民
事
訴
訟
を
お
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト

の
役
員
の
う
ち

一
人
は
、
将
来
的
に
は
、
住

宅
建
設
に
先
立

っ
て
支
払
う
頭
金

の
額
を
総
経
費

の
五
パ
ー
セ
ン
ト

(現
行
)
か
ら

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ

る
べ
き
だ

と
主
張
し
て
い
る
。
住
宅
建
設
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
4
節
、

ロ
ー
ン
返
済

の
実
態
に

つ
い
て
は
5
節
な
ら
び
に
6
節
に

お

い
て
詳
述
す
る
。

3

・
3
 

ア
ゼ
ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
の
運
営
形
態

 

最
近
改
訂

(年
月
日
不
明
)
さ
れ
た
事
業

計
画
書

に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
年
九
月
現
在

の
ア
ゼ

ロ
ガ
イ

テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
の
運
営
形
態
な
ら
び
に
事
業
指
針
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

会

 
議

 

・
会
議
は
、

ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト

・
オ
フ
ィ
ス

(写
真
5
)
に
お
い
て
開
催
す
る
。

 

・
定
例
会
議
を
、
毎
月

一
回
行
う

 

・
臨
時
会
議
を
開
催
す
る
場
合
は
、
七
日
前

に
周
知
す
る
。
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委
員
会
組
織

 

・
一
五
人

の
委
員
会
を
組
織
す
る
。

(本
部
規
定
で
は
、

一
四
人
以
上
二

一
人

 
 

以
下
)

 

・
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

一
五
人
は
、
女
性
を
五
名
以
上
含
む
。
(本
部
規
定
、

 
 

三
分
の

一
以
上
)

 

・
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

一
五
人
は
、
三
〇
歳
以
下

の
者
を

二
名
以
上
含
む
。

 
 

(本
部
規
定
、

一
人
以
上
)

 

・
委
員
会
は
、
委
員
長

・
書
記

・
出
納
係

の
三
役
を
選
出
し
、
メ
ン
バ
ー

 
 

シ

ッ
プ

・
財
務

・
建
設

・
資
金
調
達
の
四
部
門

の
各

々
に
つ
い
て
部
会

 
 

を
組
織
す
る
。
(本
部
規
定
ど
お
り
)

 

・
上
記

の
ほ
か
に
、
副
委
員
長
な
ら
び
に
副
書
記
を
選
出
す
る
。

任
 
期

 

・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
並
び

に
役
員

の
任
期

は
三
年
、
二
回
ま
で
と
す

る
。

 
 

(本
部
規
定
の
上
限
)

 

・
役
員
経
験
者
は
任
期
終
了
後
に
顧
問
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

選
 
挙

 

・
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
に

つ
い
て
、
挙
手
等
の
多
数
決
に
よ

っ
て
選
出
す

る
。

 

・
役
員
は
、
委
員
会
に
お
け
る
無
記
名
投
票
に
よ

っ
て
選
出
す
る
。

写 真5 ハ ビタ ッ ト ・ア ゼ ロガ イ テ ィ ・ア フ ィ リエ ー ト ・

   オ フ ィス
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解
 
任

 

・
定
例
会
議
に
三
回
以
上
無
断
で
欠
席
し
た
場
合
、
特
に
理
由
な
く
委
員
会

の
活
動
に
参
加
し
な

い
場
合

、

ロ
ー
ン
を
三
カ

 
 
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
、
長
期
入
院
な

い
し
死
亡
し
た
場
合
は
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を
解
任
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

 

・
職
務
を
遂
行
で
き
な

い
場
合
、
ア
フ
ィ
リ

エ
:
ト
の
資
産
を
私
的
に
流
用
し
た
場
合
、
ア
フ
イ
リ

エ
ー
ト

の
全
メ

ン
バ
ー

 
 

の
三
分

の
二
以
上
の
承
認
が
あ
れ
ば
、
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

・
職
務
を
遂
行
で
き
な

い
場
合
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
の
資
産
を
私
的

に
流
用
し
た
場
合
、
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
総
会

の
参
加
者

 
 

の
三
分

の
二
以
上

の
承
認
が
あ
れ
ば
、
委
員
会
を
解
散
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

支
援
事
業

の
対
象
世
帯

 

・
寡
婦
世
帯
、
子
供

の
い
な

い
夫
婦
世
帯
、
子
供

の
い
る
夫
婦
世
帯
、

一
六
歳
以
下
の
子
供
が
い
る
母
子
な

い
し
父
子
世
帯

 
 

の
四
分
類

の
う
ち
、
寡
婦
世
帯
が
優
先
的
に
支
援
対
象
世
帯
と
な
る
。
そ
の
他
は
、
等
し
く
扱
わ
れ
る
。

(四
分
類
は
本
部

 
 

に
よ
る
)

 

・
月
収
が

二
五
〇
〇
シ
リ

ン
グ
以
上
、

一
万

二
〇
〇
〇
シ
リ

ン
グ
以
下
の
世
帯
を
支
援
対
象
と
す
る
。
(本
部
規
定
ど
お
り
)

 

・
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
部
会
が
委
員
会
総
会

に
対
象
世
帯
を
推
薦
す
る
。

 

・
ア
フ
イ
リ

エ
ー
ト
は
、
対
象
世
帯

の
土
地
権

に
つ
い
て
土
地
登
記
官

に
照
会
す
る
。

 

・
毎
月

一
回
、
最
低
五
世
帯

(対
象
世
帯
)
に
対
し
て
、
説
明
会
を
実
施
す
る
。

 

・
対
象
世
帯

に
は
最
低
四
〇
時
間
の
労
働
奉
仕
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

(本
部
規
定
ど
お
り
)

 

・
頭
金

の
最
低
額
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。

(本
部
規
定
ど
お
り
)

 

・
説
明
会
に
参
加
し
な

い
対
象
世
帯
は
、
契
約
締
結
で
き
な

い
。

第5章 ケニア中央高地ニャンベネ地方における国際開発NGO237



ロ
ー
ン
返
済

 

・
ロ
ー
ン
返
済

の
窓

口
は
、
毎
週
二
回

(月
曜
日
と
木
曜
日
)
設
け
る
。

 

・
滞
納
者
に
対
し
て
は
罰
金
を
科
す
。

 

・
滞
納

一
カ
月
目
は
、
財
産
差
し
押
え

の
予
告
状
を
発
行
す

る
。

 

・
滞
納

二
ヵ
月
目
は
、
委
員
会
が
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
を
訪
問
し
、

ロ
ー
ン
返
済
を
求
め
、
さ
ら
に
五
〇
〇

シ
リ
ン
グ
の
罰
金

 

を
科
す
。
支
払

い
に
応

じ
な

い
場
合
は
、
裁
判
所

に
て
財
産
差
押
え

の
請
求
を
行
う
。
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4

ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
イ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
に
お
け
る
住
宅
建
設

の
手
続
き

 

ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
内
で
建
設
さ
れ
て
い
る

ハ
ビ
タ

ッ
ト
住
宅

の
殆
ど
は
、
基
礎

(床
)
は

コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
屋
根

は
ト

タ
ン

(
G
C
I
 
S
h
e
e
t
,
 
G
a
v
a
n
i
s
e
d
 
C
o
a
t
e
d
 
I
r
o
n
 
S
h
e
e
t

)、
そ

の
他

の
部
分
は

ハ
ゴ

ロ
モ
ノ
キ
を
用

い
た
家
屋

で
あ

る

(写
真
6
な
ら
び
に
写
真
7
)。
2
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、

ハ
ゴ

ロ
モ
ノ
キ
は
、
伐
採
が
厳
し
く
制
限
さ
れ

て

い
る
固
有
種

の

樹

木

に
比

べ
て
は
る
か
に
安
価

で
あ

る
。
ま
た
、
近
年
は
、
森
林
資
源

の
枯
渇
と
木
材
加
工
費

(動
力
鋸
の
燃
料
費

表
4
参

照
)
の
高
騰
と
が
影
響
し

て
、
木
造
住
宅
か
ら
石
造
住
宅

へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
が
、
現
時
点
で
は
後
者
に

つ
い
て
の
デ
ー

タ
が
少
な

い
の
で
、
本
報
告

で
は
割
愛
す
る
。

 

ハ
ビ
タ
ッ
ト
住
宅

の
標
準
規
格
は
、
床
面
積
に

つ
い
て
大
中
小
の
三
種
あ
り
、
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
の
家
族
構

成
や
収
入
の
規

模

に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
。

一
九
九
九
年
六
月
二
三
日
発
行
の
通
達
文
書

(ア
ゼ
ロ
ガ
イ
テ
ィ
・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
)
に
よ
る
と
、

各

々
の
住
宅
建
設
に
か
か
る
標
準
経
費
は
、
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
下
記
二
四

フ
ィ
ー
ト
×

一
四

フ
ィ
ー
ト
規
格

の



写 真6 ハ ビ タ ッ ト住 宅(ア ゼ ロ ガ イチ イ ・ア フ ィ リエ ー ト)、 そ の1

写 真7 ハ ビ タ ッ ト住 宅(ア ゼ ロ ガ イテ ィ ・ア フ ィ リエ ー ト)、 そ の2
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み
、
後
に
二
四

フ
ィ
ー
ト

×

一
五

フ
ィ
ー
ト
規
格

へ
と
変
更
さ
れ
た
。

 

な
お
、
こ
の
経
費

に
は
、
材
木

(
ハ
ゴ
ロ
モ
ノ
キ
)
並
び

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
の
材
料
と
な

る
砕
石

(バ
ラ
ス
)
の
経
費
が
含

ま

れ

て
い
な

い
。
こ
れ
ら
は
、
受
益
者
本
人
の
農
地
か
ら
採
取
す

る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
多

い
た
め
で
あ

る
。
か
り
に
こ
れ

ら
地
元
で
調
達
す

べ
き
資
材
を
受
益
者
が
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
に
か
か
る
経
費

は
貸
付
さ
れ
な

い
。

経

費

の
明
細
に

つ
い
て
は
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ

テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
発
行

の
標
準
経
費

一
覧

(表
4
)
の
と

お
り

で
あ

る
。
柱

材

、
ト

ラ
ス
、
横
材
、
壁
板
、
小
割
り
板
に

つ
い
て
計
上
さ
れ
た
経
費
は
、
動
力
鋸
に
よ
る
切
断
加
工
に
か

か
る
経
費

で
あ

る
。

な

お
、
表
4
の
経
費

一
覧

に
は
便
所
建
設
の
経
費
が
含
ま
れ
て

い
な

い
。

 

ハ
ビ
タ

ッ
ト

の
支
援
に
よ
る
住
宅
建
設
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
で
入
手
可
能
な
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
が

原
則

の
た
め
、
例

え
ば
釘
や
砂
な
ど
必
要
な
材
料
を
既
に
取
り
揃
え

て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
経
費

の
総
額
は
標
準
経
費
よ
り
低
く
な
る
。
逆

に
、
建
設
に
必
要
な
材
木
が
近
辺
で
見
当
た
ら
ず
、
遠
方
か
ら
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

に
は
、
輸
送

に
か
か
る
経
費

が
貸
付
支
援

の
対
象
と
な
る
の
で
、
見
積
額
に
輸
送
費
が
加
わ
る
。
さ
ら
に
は
、
上
表
が
発
行
さ
れ
た
二
〇

〇

一
年
と
現
在
で

は
、
セ
メ
ン
ト
の
小
売
価
格
が
異
な
る
。
よ

っ
て
、
建
設
に
着
手
す
る
時
点
で
、
そ
の
都
度
、
個
別
の
見
積

書
が
作
成
さ
れ
る
。

次

の
表
5
は
、
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
が
指
紋
押
捺
し
、

ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
が
承
認
し
た
見
積
書
を
具
体
例
と
し

て
示
し
た
も

の
で

あ

る
。

 

な
お
、
表
4

(標
準
経
費

一
覧
)
と
表
5

(見
積
書
)
と
を
比
較
す

る
と
明
ら
か
だ
が
、
見
積
書

に
は
帯
鉄

や
防
湿
層
、
ド
ア

な

ら
び

に
窓
枠

の
材
料
費
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
な

い
。
こ
の
点

は
、
当
該
見
積
書
に
お
け
る
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
が
そ
れ
ら

の
材

料

を

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
貸
付
支
援
を
受
け
ず
に
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
見
積
書
に
お

い
て
二
種
類

の
セ

メ

ン
ト
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
必
要
な
材
料

の
全
て
が

一
度
に
届
く

の
で
は
な
く
、

一
定
期

間

の
間

に
少
し
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表3 木造住宅の標準規格ならびに建設経費(1999年6月)

標準規格(床 寸法) 建設経費

24フ ィ ー ト ×14フ ィ ー ト 47,338シ リ ング

18フ ィ ー ト×14フ ィ ー ト 37,666シ リ ング

18フ ィ ー ト×12フ ィ ー ト 32,845シ リ ング

表4 木 造 住 宅(24フ ィー ト×15フ ィ ー ト)の 標 準経 費一 覧(2001年9月)

材料 単位 数量 単価 小計

セ メ ン ト バ ッ グ 25 550 13,750

砂 トン 4.5 900 4,050

柱材(3イ ンチ×2イ ンチ) フ ィ ー ト 600 3.5 2,310

トラス ・横材(寸 法同上) フ ィ ー ト 505 3.5 1,768

壁 板(8イ ンチ ×1イ ンチ) フ ィ ー ト 1,755 3.5 6,143

小 割 り板(2イ ンチ ×1イ ンチ〉 フ ィ ー ト 1,470 1.5 2,205

防湿層(DPC) ロ ー ル 1 900 900

殺虫剤(シ ロアリ対策) リッ トル 0.25 2,600 650

帯鉄(H・ ・pir・n) キ ロ グ ラム 2 70 140

トタン(3メ ー トル) 枚 22 390 8,580

キャップ(棟 部分) 5 95 475

釘(木 材用) キ ロ グ ラム 18 50 goo

釘(ト タ ン用) キ ロ グラ ム 2 120 240

ドア(玄 関) 1 400 400

ドア(室 内) 2 250 500

窓枠材料 4 150 600

材料費総計 43,610

人件費 7,600

材料輸送費(必 要に応じて加算) 一

契約書作成費(法 律事務所) 300

総計 51,510

なお、上記総計 に10パ ーセ ン トの事務手数料が加算 される。
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表5 木 造 住 宅(24フ ィー ト×14フ ィー ト)の 見積 書(1999年9月27日)

材料 単位 数量 単価 小計

セ メ ン ト バ ッグ 16 480 7,680

5 500 2,500

砂 トン 8.75 971 8,500

柱材 ・ トラス ・横 材 フ ィ ー ト 946 4 3,784

壁板 フ ィ ー ト 1,416 4 5,664

小割り板 フ ィ ー ト 1,200 1.8 2,160

殺虫剤(シ ロアリ対策) リ ッ トル 0.25 2,200 550

トタ ン 枚 21 360 7,560

キャップ(棟 部分) 5 95 475

釘(ト タン用) キ ログ ラム 2 100 200

材料費総計 39,073

人件費 6,000

輸送費(セ メント) 19 40 760

輸送費(ト タン) 21 10 210

契約書作成費 300

総計 46,343

ず

つ
調
達
さ
れ
る
た
め
、
当
該
期
間

の
途
中
に
セ

メ
ン
ト
価
格
が

上
昇
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
さ
て
、
上
記
見
積
書

に
お
け
る
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ

ー
の
リ
チ
ャ
ー

ド

・
カ
ブ

ル

(男
性
、

一
九
四
八
年
生
ま
れ
)
は
、
総
額
四
万
六
三

四
三
シ
リ
ン
グ
に
四
六
三
四
シ
リ
ン
グ

(
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
事
務

手
数
料
)
が
加
算

さ
れ
た
五
万

一
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ

(四
捨
五
入
に

よ
る
算
出
)
の
経
費

に
つ
い
て
負
担
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。
た
だ

し
、
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
は
、
見
積
書
が
作
成
さ
れ

た

一
九
九
九
年

九
月
二
七
日
、
頭
金
と
し
て
三
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
を
支
払

っ
た

の

で
、
竣
工
後

に
始
ま
る
ロ
ー
ン
の
返
済
は
、
五
万

一
〇
〇
〇
シ
リ

ン
グ
か
ら
三
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
を
差
し
引

い
た

四
万
八
〇
〇
〇
シ

リ
ン
グ
が
対
象
と
な
る
。

 
だ
が
、
じ

っ
さ

い
の
返
済
額
は
、

四
万
八
〇

〇
〇
シ
リ
ン
グ
を

上
回
る
と
考
え

て
お
い
た
方
が
よ

い
。

ハ
ビ
タ

ッ
ト
に
よ
る
支
援

を
受
け
た
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
は
、
着

工
前

に
作
成

し
た
見
積
書

に

記
載
さ
れ
た
金
額
の
と
お
り
に
返
済
す
れ
ば
よ

い
の
で
は
な

い
。

ハ
ビ
タ

ッ
ト
に
よ
る
住
宅
建

設
支
援
事
業

で
は
、

持
続
的
な
事
業

展
開
を
可
能
と
す
る
た
め

に
、
物
価
上
昇
を
見
越

し
て
、
建
築
資
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材

(セ
メ
ン
ト
)
の
相
場

に
対
応
さ
せ
た
ス
ラ
イ
ド
制
を
採
用

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

 

リ
チ

ャ
ー
ド

・
カ
ブ
ル
の
場
合
、
竣
工
時
に
算
出
さ
れ
た

ロ
ー
ン
の
総
額
は
四
万
八
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
だ

っ
た
。
ま
た
、
竣

工

時
の
セ
メ
ン
ト
価
格
は

一
バ

ッ
グ
あ
た
り
五

〇
〇
シ
リ
ン
グ
だ

っ
た
。
よ

っ
て
、
そ
の
時
点

で
の
ロ
ー
ン
の
総
額
を
、
建
築

資

材

(セ
メ
ン
ト
)
の
総
量

に
換
算

(四
万
八
〇
〇
〇
÷
五
〇
〇
)
す
る
と
、

ロ
ー
ン
の
総
額
は
セ
メ
ン
ト
九
六

バ

ッ
グ
と
な
る
。

か

よ
う

に
算
出
さ
れ
る
セ
メ
ン
ト
九
六
バ
ッ
グ
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド

・
カ
ブ

ル
に
と

っ
て
の
じ

つ
さ
い
の
返
済
額

と
な
る
。
ま
た
、

月

に

一
バ

ッ
グ
ず

つ
返
済
す

る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
た
め
、
単
純
計
算
す
る
と
九
六
ヵ
月

(八
年
)
の
ロ
ー
ン
と
な
る
。
た
だ

し

ロ
ー
ン
の
返
済
は
、

セ
メ
ン
ト
の
物
納
で
は
な

い
の
で
、
セ
メ
ン
ト
の
小
売
価
格
が
五
五
〇
シ
リ

ン
グ
に
上

昇
し
た
後
は
、

ロ
ー
ン
の
残
額
を
そ
れ
に
応
じ

て
ス
ラ
イ
ド
さ
せ

る
。

つ
ま
り
、
月
に
五
五

〇
シ
リ
ン
グ

(
一
バ
ッ
グ
分
)
ず

つ
返
済
す
る
こ

と

に
な
る
の
で
あ

る
。
よ

っ
て
、
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
た
ち
は
、
返
済
額
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
セ
メ
ン
ト
価
格
が
上
昇
し
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

い
う
ち
に
で
き
る
だ
け
返
済
を
済
ま
せ
た
ほ
う

が
よ

い
と
理
解
し
て

い
る
。

5

ロ
ー
ン
返
済

の
事
例
分
析

5

・
ー
 

ジ

ャ

ネ

ッ
ト

・
ギ

チ

エ
チ

エ
i

事

例

一

 

ア
ゼ
ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
に
お
け
る

ハ
ビ
タ

ッ
ト
住
宅
の
第

一
号
が
完
成
し
た
の
は
、
先
述

の
と
お
り
、

一
九

九

六
年

二
月

二
四
日
だ

っ
た
。

一
八
フ
ィ
ー
ト

x

一
ニ
フ
ィ
ー
ト

(床
寸
法
)
の
最
小
サ
イ
ズ

の
木
造
家
屋

で
あ

る
。
第

一
号

住

宅

の
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
の
ジ

ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ

(女
性
、

一
九
三
〇
年
代
の
生
ま
れ
)
は
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
イ

ン
タ
ー

ナ

シ
ョ
ナ
ル

(国
際
本
部
)
の
広
報
誌

(
H
a
b
i
t
a
t
 
W
o
r
l
d

)
の
表
紙
を
飾

っ
た
こ
と
が
あ
る

(
一
九
九
八
年
)。
国

際
広
報
誌

の
表
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紙
を

飾

っ
た

の
は
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
イ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
に
お
け
る
最
初

の
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
で
あ
り
、
ま

た
、
次
に
述

べ

る
と
お
り
、

ロ
ー
ン
返
済
を
計
画
的
か

つ
迅
速
に
進
め
て
い
た
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。

 

ジ
ャ
ネ

ッ
ト
・

ギ
チ

ェ
チ

ェ
が

ロ
ー
ン
の
返
済
を
完
了
し
、
彼
女
と
彼
女

の
夫

の
名
前
を
記
し
た

「
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ
証
明

書

」
が

ハ
ビ

タ
ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
本
部
か
ら
授
与
さ
れ
た
の
は
、

一
九
九
九
年
七
月
五
日
だ

っ
た
。
な
お
、
証
明

書
の
発
行
日
は

実

際
の
ロ
ー
ン
完
済
日
と
は
異
な
る
。

ロ
ー
ン
返
済
が
完
了
し

て
か
ら
、
証
明
書
が
発
行
さ
れ
る
ま

で
に
場
合

に
よ

っ
て
は
数

カ
月
か
か
る
た
め
で
あ
る
。

 

彼
女
自
身
が
振
り
返
る
と
こ
ろ
で
は
、
支
払

っ
た

ロ
ー
ン
の
総
額
は
、
二
万
七
〇
〇
〇
シ
リ

ン
グ
だ

っ
た
。

ま
た
、

ロ
ー
ン

の
返
済

(住
宅
の
竣
工
か
ら
証
明
書
の
発
行
ま
で
V
に
要
し
た
時
間
は
、
約
四
〇
カ
月

(約
三
年
四
ヵ
月
)
だ

っ
た

(実
際
の
ロ
ー
ン

返
済
完
了
日
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
仮
に
返
済
に
約
四
〇
カ
月
を
要
し
た
と
仮
定
す
る
)。

つ
ま
り
彼
女
は
、
毎
月
平

均
で
約
六
入
○

シ

リ
ン
グ
ず

つ
返
済
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
九
年
七
月
の
時
点
で
、

一
バ
ッ
グ
あ
た
り
の
小
売
価
格

が
五
〇
〇
シ
リ

ン
グ
だ

っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ジ

ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ
の
ロ
ー
ン
返
済

の
ペ
ー
ス

(月
平
均
、
約
六
八
〇
シ
リ
ン
グ
)
は
、

規
定
を
超
え

た
早
さ
だ

っ
た
。

 

ジ
ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ
が
月

々
の
ロ
ー
ン
返
済
に
当

て
た
現
金

の
収
入
源
は
、
ミ
ラ
ー
産
業
だ

っ
た
。

と
は

い
え
、
彼

女
自
身
は
、
ミ
ラ
ー
畑

で
の
収
穫
に
携
わ
る
こ
と
は
な

い
し
、
加
工

ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
賃
労
働
を
得
る
こ
と
も
し
な

い
。
彼

女

の
夫
は
ミ
ラ
i
畑
を
保
有
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
か
ら
の
収
益
を

ロ
ー
ン
返
済
に
充
て
る
こ
と
を
し
な
か

っ
た
。

で
は
、
彼

女

は
、
如
何
に
し

て
ミ
ラ
ー
産
業
か
ら
収
入
を
得
た
の
か
。

 

彼
女
は
、
毎
朝
、
ミ
ラ
ー
の
加
工
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
多
数
集
ま
る
公
共
広
場

に
お

い
て
、
ミ
ラ
ー
の
梱
包

に
必
要
な
バ
ナ

ナ

の
葉
鞘

(偽
茎
部
位
の
比
較
的
乾
燥
し
た
繊
維
)
の
束

(
一
セ
ッ
ト
ニ
0
シ
リ
ン
グ
)
を
販
売
し
て
い
る
。
葉
鞘

は
、
繊
維
筋

に
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そ

っ
て
細
長
く
切
り
裂
く
こ
と

で
、
ミ
ラ
ー

の
束
を
作

る
際

の
帯
紐
と
な
る
。
ミ
ラ
ー
産
業

は
、
部

門
ご
と

に
社
会
的
属
性

(年
齢
、
性
別
、
未
婚

・
既
婚
の
別
)
に
よ
る
労
働
分
化
が
見
ら
れ
る
と

い
う
点
は
既
に
述

べ
た
が
、
葉
鞘
の
販
売

部
門
に
つ
い
て

い
え
ば
、
中
高
年
女
性
が
独
占
し
て
い
る
。
葉
鞘

の
束
は
、
本
稿
2

・
2
で
述
べ
た
よ
う
に
、

ミ
ラ
ー
産
業

に
お
い
て
は
じ
め

て
商
品
化
さ
れ
、
取
引

の
対
象
と
な

っ
た
資
源
の

一
例
で
あ
る
。
ミ
ラ
i
産
業

の
発
達
に
比
例
し
て
需
要
が
増
加
し

つ
つ
あ
る

が

、
例
え
ば
、
年
老

い
た
男
性
や
若

い
女
性
が
販
売
を
始
め
た
と

い
う
話
は
、
少
な
く
と
も
イ
ゲ

ン
ベ

・
サ

ウ
ス
イ
ー
ス
ト
行

政

郡
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な

い
。

 

ジ

ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ
が
毎
朝

の
葉
鞘
販
売
業
を
主
な
収
入
源
と
し
た
の
に
対
し
、
次

に
述
べ
る
ホ

ー
ム
オ
ー
ナ
ー
は
、

別

の
手
法

で
収
入
を
得
て
、

ロ
ー
ン
返
済
を
終
え

て
い
る
。

5

・
2
 

マ

ー
ガ

レ

ッ
ト

・
カ

ル

キ
ー

事

例

ニ

 

マ
ー
ガ
レ

ッ
ト

・
カ
ル
キ

(女
性
、

一
九
四
五
年
生
ま
れ
)
の

ハ
ビ
タ

ッ
ト
住
宅
は
、

ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト

の
第
三
四
号
住
宅
と
し
て

一
九
九
七
年
三
月
三

一
日
に
完
成
し
た
。

一
八
フ
ィ
ー
ト

×

一
四

フ
ィ
ー
ト
、
す

な
わ
ち
三
つ
の
規

格

の
う
ち

の
中
サ
イ
ズ

の
木
造
住
宅

で
あ
る
。
彼
女
は
、
上
記
ジ

ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ
と
同
様
、

ロ
ー

ン
返
済
を
完
了
し

て

い
る
。
ジ

ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ
の
場
合
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
夫
婦
と
も
に
健
在
だ
が
、

マ
ー
ガ

レ

ッ
ト

・
カ
ル
キ
は
、

ハ
ビ

タ

ッ
ト
住
宅

の
着
工
時
す

で
に
寡
婦
だ

っ
た
。
夫
は
、

一
二
年

の
間
入
退
院
を
繰
り
返

し
、

一
九
九

五
年
九
月
に
亡
く

な

っ
た
。
七
人

の
子
供

(四
人
の
娘
と
三
人
の
息
子
)
の
う
ち
、
末
の
息
子
二
人

(
一
九
七
九
年
生
ま
れ
と

一
九
九
二
年
生
ま
れ
)
は
、

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を
実
施
し
た
二
〇
〇
六
年

一
月
の
時
点

で
未
婚
だ

っ
た
。

 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

・
カ
ル
キ
が
、

一
八
フ
ィ
ー
ト

×

一
四

フ
ィ
ー
ト
規
格
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
う
え

で
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト
か
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表6 木 造 住 宅(18フ ィー ト×14フ ィ ー ト)の 建材 一 覧(1997年4月1日)

材料 単位 数量 単価 小計
セ メ ン ト バ ッ グ 10 430 4,300

3 450 1,350

砂 トン 6.75 960 6,480

柱 材 ・トラス ・横 材 フ ィ ー ト 296 3.5 1,036

壁板 フ ィ ー ト 1,204 3.5 4,214

小割り板 フ ィ ー ト 1,120 1.7 1,940

殺虫剤(シ ロアリ対策) リ ッ トル 0.2 180

トタ ン 枚 16

キャップ(棟 部分) 4

釘(ト タ ン用) キ ロ グ ラム 2

表4、 表5と 同様 に材木 についての経 費は、動力鋸に よる切断費用のみ。

ら
支
援
を
得
た
建
材
の
内
容
は
表
6
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
彼
女
自
身
が
保
管
し
て
い
た
文
書
は
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト
が
支
援
し
た
材
料

の
種
類
と

数
量
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
に
か
か
る
経
費
の
記
載
が
完
全
で
な

か

っ
た
た
め
、
表

5

(リ
チ
ャ
ー
ド

・
カ
ブ
ル
の
見
積
書
)
の
よ
う

な
詳
細
は
明
ら
か

で
な

い
。
た
だ
し
、

一
九
九
七
年
三
月

一
二
日
に

一
八
〇
〇
シ
リ

ン
グ
を
頭
金
と
し

て
納
入
し
た
直
後

の
ロ
ー
ン
が
セ
メ
ン
ト
換
算

で
七

五
バ

ッ
グ
で
あ
り
、
な
お
か

つ

そ
の
時
点
で
の
セ
メ
ン
ト
価
格
が
四
五
〇
シ
リ
ン
グ
だ

っ
た
こ
と

か
ら
、
住
宅
建
設

に
お

い
て

ハ
ビ
タ

ッ
ト

の
支
援
を
受
け
た
額

の
総
計

(四
五
〇
シ
リ
ン
グ
×
七
五
バ
ッ

グ
+
頭
金

一
八
〇
〇
シ
リ
ン
グ
)
は
、
概
算
で
三
万
五
五
五

〇
シ
リ

ン
グ
だ

っ
た
こ
と

に
な
る

(全
て
の
経
費
な
ら
び
に

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
事
務
手
数
料
を
含
む
)。
な
お
、
こ

の
金
額

に
は
、
帯
鉄
や
防
湿
層
、
ド
ァ
な
ら
び
に
窓
枠
な
ど
、
彼
女
自
身

が
別
途
調

達
し
た
建
材

の
費
用
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。

 

マ
ー
ガ
レ

ッ
ト

・
カ
ル
キ
は
、

一
九
九
七
年
四
月

一
〇
日
に
ロ
ー
ン
返
済

の
第

一

回
目

(当
時
セ
メ
ン
ト

一
バ
ッ
グ
ー-
四
五
〇
シ
リ
ン
グ
)
を
済
ま
せ
、
八

一
カ
月
後

の
二

〇
〇
四
年

一
月
に
は

ロ
ー
ン
返
済
の
完
了
を
証
明
す
る

「
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ

証
明
書
」
を
授
与
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ジ

ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ
の
事
例
に

つ
い

て
触
れ
た
部
分
で
も
述

べ
た
と
お
り
、
「証
明
書
」

の
発
行
は
、

ロ
ー

ン
返
済
完
了

の
数

カ
月
後

に
な
る
こ
と
が
珍
し
く
な

い
の
で
、
彼
女
が

ロ
ー

ン

(セ
メ
ン
ト
指
標

246



七
五
バ
ッ
グ
)
を
返
済
す
る
の
に
要
し
た
時
間
は
八

一
カ
月
よ
り
も
短

い
。

 

次
に
示
す
表

7
は
、

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

・
カ
ル
キ
が
保
管
し

て
い
た
領
収
書

(
ロ
ー
ン
返
済
に
対
す
る
領
収
書
)
計
六
五
点
を

閲

覧

し
、
整
理
分
析

し
た
も

の
で
あ
る

(写
真
8
)。

こ
の
表
か
ら
、
彼
女
が
如
何

に
し
て
長
期

に
わ
た
る
ロ
ー

ン
返
済
を
継
続

し

て
い
た
か
が
分
か
る
。

 

表
7
に
お
い
て
、

二
〇
〇
六
年
四
月
分
か
ら
最
終

回
に
あ
た
る
六
月
分

に
か
け
て
の
ロ
ー

ン

(セ
メ
ン
ト
三
バ
ッ
グ
)
に
つ
い

写真8 ローン返済に対する領収書

て
の
返
済
実
績
が
欠
け

て
い
る
の
は
、
そ

の
間

の
領
収
書
が
見

つ
か
ら
な
か

っ

た
た
め
で
あ
る
。
彼
女
自
身
も
正
確
に
記
憶
し

て
い
な
か

っ
た

た
め
、

マ
ー
ガ

レ
ッ
ト

・
カ
ル
キ
が
全

て
の
ロ
ー
ン
を
完
済
し
た
日
に
ち
は
、

残
念
な
が
ら
不

明

で
あ
る
。
だ
が
、
既

に
述

べ
た
と
お
り
、
二
〇
〇
四
年

一
月
に

「
ホ
ー

ム

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
た
の
で
、
遅
く
と
も

二
〇
〇
三
年

一

二
月

に
は
全
て
の
返
済
が
完
了
し
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な

い
。

 
表

7
か
ら
、
次

の
二

つ
の
興
味
深

い
点
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

①

一
九
九
七
年
か
ら

一
九
九
八
年
ま

で
、
毎
月
の
ロ
ー
ン
を

二
回
に
分
け
、

 
 
月

二
回
の
ペ
ー
ス
で
支
払

っ
て
い
た
が
、

一
九
九
九
年

か
ら
は

一
回
払

い

 
 
に
切
替
え
て
い
る
。

②

一
九
九
八
年
以
降
、
毎
年

=

月
は
、
三
カ
月
分
以
上

の
ロ
ー
ン
を
ま
と

 
 
め
て

一
度

に
支
払

っ
て

い
る
。

(表
中
の
該
当
箇
所
の
返
済
額
を
網
か
け
に
よ

 
 
り
強
調
し
た
。)
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表7 マ ーガ レ ッ ト・カ ルキ の ロ ー ン返 済実 績(つ づ き)

年 月 日 費 目
支払前の残額

(セメント指標)

支払額(セ メン

ト指標)

実際の支払額

(現金)

支払後の残額

(セメント指標)
2001 1 22 2月 分 29.0 1.0 550 28.0
2001 2 13 3月 分 28.0 1.0 550 27.0
2001 3 9 4月 分 27.0 1.0 550 26.0
2001 4 30 5月 分 26.0 1.0 550 25.0
2001 6 8 6月 分 25.0 1.0 550 24.0
2001 7 16 7月 分 24.0 1.0 550 23.0
2001 7 31 8月 分 23.0 1.0 550 22.0
2001 8 24 9月 分 22.0 1.0 550 21.0

2001 11 7
10月分+11月 分+12

月分+1月 分
21.0 4.0 1珍獅 17.0

2002 2 8 2月 分 17.0 1.0 550 16.0
2002 3 4 3月 分 16.O 1.0 550 15.0
2002 5 13 4月 分 15.0 !.0 550 14.0
2002 6 10 5月 分+6月 分 14.0 2.0 1100 12.0
2002 8 15 7月 分 12.0 1.0 550 11.0
2002 9 13 8月 分 11.0 1.0 550 10.0

2002 11 14
9月 分+10月 分+11

月分
10.0 3.0 1ヱ醗 7.0

2003 1 16 12月 分 7.0 1.0 550 6.0
2003 2 17 1月 分 6.0 1.0 550 5.0
2003 3 14 2月 分 5.0 1.0 550 4.0
2003 5 12 3月 分 4.0 1.0 550 3.0

 

第

一
の
点
は
、
月
ご
と

の
返
済
額

(セ
メ
ン
ト

一
バ
ッ
グ
)
を

小
分
け
に
す
る
の
で
な
く

一
度
に
支
払
う
方

が
事
務
処
理
の
簡

便
化

に
資
す
る
と

い
う
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト

側
の
事
情
を
反
映

し
た
方
針
転
換

で
あ
る
。
第
二
の
点
は
、

マ
ー
ガ
レ

ッ
ト

・
カ

ル
キ
自
身

の
経
済
事
情
が
そ

の
背
景
に
あ
り

、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー

ト
側
か
ら

=

月
に
ま
と
め
て
払
う

こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
た

わ

け
で
は

な

い
。
所
有

地

の
急
峻
な
斜
面

に
拓

い
た
畑

で
栽

培

・
収
穫
し
た
茶

に
対
す
る
協
同
組
合
か
ら

の
支
払
が
、
毎
年

一
一
月
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ

の
理
由

だ

っ
た
。

 

け
れ
ど
も
、
女
手

一
つ
で
子
供
を
育

て
、
か

つ
ロ
ー
ン
の
返

済
を
継
続
す
る
う
え
で
、
茶
栽
培
は
収
入
源

と
し
て
は
十
分

で

は
な
か

っ
た
。

一
九
九

〇
年
代
前
半
、
育

て
上
げ
た
牛
三
頭
を

売
却
し
て
得
た
代
金

で
、
平
原
地
帯
に

一
工
ー
カ
ー
の
耕
地
を

購
入
し
た
。
だ
が
、
そ

の
土
地
は
も

っ
ぱ
ら
自
給
作
物
の
栽
培

に
利
用
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
月

々
の
ロ
ー

ン
返
済

に
充

て
る

現
金
は
、
他
世
帯
の
畑
仕
事
を
請
け
負
う

こ
と

で
労
賃
を
得
た

り
、
急
峻
な
傾
斜
地

に
植
林
し
た

ハ
ゴ

ロ
モ
ノ
キ
や
自
宅

で
育

て
た
家
畜
を
売
却
し
た
り
し
て
、
賄

っ
て
き

た
と
い
う
。
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表7 マ ー ガ レ ッ ト ・カル キ の ロー ン返 済 実績

年 月 日 費目
支払前の残額

(セメント指標)

支払額(セ メン

ト指標)

実際の支払額

(現金)

支払後の残額

(セメント指標)

ユ997 4 10 4月 分 75.0 1.0 450 74.Q

1997 4 17 5月 分 74.0 0.1 50 73.9

ユ997 5 15 5月 分 73.9 0.4 200 73.5

ユ997 6 9 5月 分+6月 分 73.5 0.9 400 72.6

1997 6 10 6月 分 72.6 0.1 50 725

1997 7 14
6月分+7月 分+8

月分+9月 分
72.5 3.3 1500 692

1997 10 2 9月 分+10月 分 69.2 1.0 450 68.2

1997 11 7 10月 分+11月 分 68.2 0.6 300 67.6

1997 12 1 11月分+12月 分 67.6 1.3 650 66.3

1997 12 22 12月分+1月 分 66.3 0.4 200 659

1998 1 2 1月 分 65.9 α5 250 65.4

1998 1 23 1月 分 65.4 0.4 200 65.Q

1998 2 4 2月 分 65.0 0.4 200 64.6

1998 2 13 2月 分 64.6 0.6 300 64.Q

1998 2 23 3月 分 64.0 1.0 500 63.0

1998 3 11 4月 分 63.0 0.2 100 62.8

1998 3 18 4月 分 62.8 0.4 200 62.4

1998 4 9 4月 分 62.4 α4 200 62.0

1998 5 2 5月 分 62.0 O.4 200 61.6

1998 5 8 5月 分 61.6 0.6 300 61.0

1998 6 3 6月 分 61.0 0.4 200 60.6

1998 6 10 6月 分 60.6 O.6 300 60.◎

1998 7 8 7月 分 60.0 1.0 500 59.0

1998 7 30 8月 分 59.0 0.4 200 58.6

1998 8 4 8月 分 58.6 0.6 300 58.0

1998 8 14 9月 分 58.0 0.4 200 57.6

1998 8 26 9月 分 57.6 0.6 300 57.0

1998 9 21 10月 分 57.0 0.4 200 56.6

1998 10 21 10月 分 56.6 0.6 300 56.0

11月分+12月 分+1

1998 !1 10
月分+2月 分+3月

分+4月 分+5月 分
56.0 8.0 譲購 48.0

+6月 分

1999 6 1 7月 分 48.0 1.0 500 47.0

1999 6 11 8月 分 47.0 1.0 500 46.Q

ユ999 7 9 9月 分 46.0 rO 500 45.0

1999 8 19 10月 分+11月 分 45.◎ 2.O 1000 43.O

12月分+1月 分+2

ユ999 ユ1 24 月分+3月 分+4月 43.◎ 6.0 :嚢㈱ 37.0

分+5月 分

2000 3 3 6月 分 37.0 1.0 500 36.0

2000 4 12 7月 分 36.◎ 1.0 500 35.0

2000 5 12 8月 分 35.0 1.0 500 34.0

2000 7 14 9月 分 34.◎ 1.0 500 33.0

2000 8 23 10月 分 33.0 α4 200 32.6

2000 9 27 10月 分 32.6 α6 300 32.0

2000 11 13
11月分+12月 分+1

月分
32.0 3.0 難難 29.0
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表8 農業技術研修の日程と内容

タス ク フ ォー ス
第1期

1999年6月 一9月

第2期

1999年10月 一12月

第3期

2000年1月 一3月

第4期

2000年4月 一6月

第1班:

園耕技術の近代

化

ケール栽培法

ポテ トの植付け

方

ニンジンの植付

け方

ポテトの植付け

方

ケールの植付け

方

ポテトの植付け

方

トマト栽培法

ポテト栽培法

第2班:

家畜管理手法の

改善

ヤギ囲いの作 り

方

ネピァグラス栽

培法

ヤギ飼育法

放牧なしの牛飼

育法

家禽飼育法 鶏卵販売戦略
相互訪問と意見

交換

第3班:

土壌保全 ・水利

用法の改善

テラスの作 り方 ネピアグラスの

植付け方

植樹の方法

ネピアグラスの

植付け方

植樹の方法

ネピアグラスの

植付け方

植樹の方法

テラスの作 り方

 

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
支
援
事
業
は
、

こ
れ
ま
で
に
述

べ
て
き
た
と

お
り
、
住
宅
建
設

に
特
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
プ
ラ
ン

・
ケ

ニ
ア
の
包
括
的

ア
プ

ロ
ー

チ
と
異

な
る
点

は
本
稿

2

・
3

で
指
摘

し
た
。
だ
が
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア

フ
イ
リ

エ
ー
ト
は
、

こ
れ
ま
で
に
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
を
対
象
と

し
た
農
業
技
術
研

修
を
実
施
し

て
き
た
。
こ
れ
は
、
現
金
収
入
源
を
補
強
す
る
こ
と

に
よ
り
、
ホ
ー

ム
オ
ー
ナ
ー
の
ロ
ー
ン
返
済
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
す

る
点
に
特
色

が
あ

る
。
意
欲
と
能
力
の
あ
る

「生
産
的
な
貧
困
層
」

(
t
h
e
 
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
 
p
o
o
r

)
に

対
す

る
支
援
を
基
本
方
針
と
し
、
無
償
提
供

の
要
素
を
極
力
排

除
す

る
ハ
ビ
タ

ッ

ト
に
と

っ
て
、

ロ
ー
ン
返
済
実
績
は
、
住
宅
建
設
実
績
と
な
ら

び
、
事
業
全
体

の

評
価

に
お
け
る
重
要
項
目
で
あ
る
。

6

ロ
ー
ン
返
済

の
遅
滞

 

マ
ー
ガ
レ

ッ
ト

・
カ
ル
キ
は
、
ミ
ラ
ー
栽
培
や
加
工
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
賃

労
働
、
あ

る
い
は
ミ
ラ
ー
産
業
に
必
要
な
材
料
の
調
達
な
ど
に
関
わ

っ
て
い
な
い
。

購
入
し
た
平
原
地
帯
の

一
工
ー
カ
ー
の
畑
で
は
、

一
〇
年
ほ
ど

前
に
自
給
作
物

の

間
作
物
と
し

て
ミ
ラ
ー
の
栽
培
を
開
始
し
た
が
、
ま
と
ま

っ
た

現
金
収
入
に
な
る

ほ
ど

の
規
模
で
は
な

い
。
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表9 返済遅延者の内訳(1996年 竣工分のみ)

世帯 竣工年月 延滞月数
遅延額(セ メン

ト指標)

2005年12月支払

額(シ リング)

ローンの残額

(セメント指標)

A 1996 2 58 5.9 0 5.9

B 1996 3 65 19.4 0 19.4

C 1996 4 65 14.8 0 14.8

D 1996 5 51 3.2 0 3.2

E 1996 5 77 66.1 0 66.1

F 1996 5 57 3.0 1380 3.0

G 1996 9 53 8.8 0 8.8

H 1996 10 56 18.8 0 66.1

1 1996 10 76 38.4 0 38.4

J 1996 10 91 62.1 0 62.1

K 1996 11 3 3.0 0 16.4

L 1996 11 44 7.6 1200 7.6

M 1996 11 47 6.2 0 6.2

N 1996 12 64 29.1 0 29.1

0 1996 12 85 75.7 1200 75.7

 
筆
者
が
閲
覧
し
た
ア
ゼ

ロ
ガ
イ

テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
発
行

の

文
書

(
一
九
九
九
年
、
日
付
不
明
)
に
よ
る
と
、

一
九
九
九
年
か
ら
二

〇
〇
〇
年

に
か
け
て
、
表
8
に
示
す
プ

ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
技
術
研
修

が
実
施
さ
れ
た
。

 

こ
の
よ
う
な
、
技
術
研
修
が
実
施
さ
れ
る
背
景

に
は
、
5
節
で
言

及
し
た
ジ

ャ
ネ

ッ
ト

・
ギ
チ

ェ
チ

ェ
と

マ
ー
ガ
レ

ッ
ト

・
カ
ル
キ
の

よ
う

に
ロ
ー
ン
の
返
済
を
計
画
通
り

に
進
め
る
ホ

ー
ム
オ
ー
ナ
ー
が

非
常

に
少
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
3
節

の
表

2
で
示
し
た
と
お

り
、
二
〇
〇
五
年

一
二
月
の
時
点

で
、
返
済
を
完

了
し
た

ホ
ー
ム

オ
ー
ナ
ー
は
、
九
六
人
中
二
〇
人

(二
〇

・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
あ

り
、
二
〇
〇

一
年
ま

で
に
建
設
完
了
し
た
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
の
う
ち
、

返
済
が
著

し
く
遅
延
し
て
い
る
者
は
三
〇
名

に
の
ぼ
る
。

 

表

9
は
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー

ト
が
初
年
度
に
あ

た
る

一
九
九
六
年

に
建

設
し
た
住
宅

(計
二
八
軒
)
の
う
ち
、
二
〇

〇
五
年

一
二
月
の
時
点

で
、

ロ
ー
ン
返
済
が
完
了

し
て
い
な

い
ホ
ー

ム
オ
ー
ナ
ー

一
五
人
分
を
抽
出
し
た
も

の
で
あ

る
。

ロ
ー
ン
返
済
が

三
年

(三
六
ヵ
月
)
以
上
遅
延
し

て
い
る
世
帯
は
、
そ

の
う

ち

一
四

世
帯

で
あ
る
。
竣
工
か
ら
八
年
以
上
経
過
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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未

払

い
額
が
六
〇
バ

ッ
グ

(三
万
六
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
相
当
)
を
超
え

る
世
帯
が
、

一
五
世
帯

の
う
ち
四
世
帯

(E
、
H
、
J
、

o
)
あ
る
。
例
え
ば
、
世
帯
J
は
、
セ
メ
ン
ト
換
算

で
六
二

・
一
バ
ッ
グ
の
ロ
ー
ン
が
未
払

い
で
あ
る
。
世

帯
0
は
、
七
五

・

七

バ

ッ
グ
の
ロ
ー
ン
が
未
払

い
で
あ
る
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
も
七
年
以
上
返
済
が
遅
延
し

て
い
る
。
他
方
、

六
世
帯

(A
、
D
、

F
、
G
、
L
、
M
)
は
、

ロ
ー

ン
の
残

額
が
セ
メ
ン
ト
指
標

で

一
〇
バ

ッ
グ
未
満
と
な

っ
た
が
、
速
や
か
に
返

済
を
済
ま

せ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
全
て
が
三
年
半
以
上
返
済
を
遅
延
さ
せ
て
い
る
。

 

ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト

・
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
と
、
貸
付
金
に
は
利
息
が
発
生
し
な

い
仕
組

み
の
た
め
、
収
入
が

あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
返
済
を
先
延
ば
し
に
す
る
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
も

い
る
と

い
う
。
今
日
、

ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
は
、
特
別

の
事
情
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
返
済
を
大
幅

に
遅
延
さ
せ
る
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
、
法
的
措
置
も
辞
さ
な
い
姿
勢
を

見
せ
始

め
て
い
る
。

二

〇
〇
五
年

一
二
月
現
在
、

マ
ウ
ア
地
裁

に
お
い
て
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
二
名

に
対
す
る
民
事
訴
訟
が
始
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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7
 
評
価
と
提
言

 

以
上
、
ケ

ニ
ア
中
央
高
地

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

の

一
農
村

の
事
例
を
踏
ま
え

て
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
に
よ
る
住
宅
建
設
支

援

の
現
状
を
報
告
し
た
。
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
支
援
事
業
は
、
貸
付
型
の
小
額

開
発
援
助
を
特
色

と
す

る
。
支
援
を
受

け
た
世
帯

(ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
)
に
住
宅

ロ
ー
ン
の
返
済
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
無
償
提
供

の

要
素
を
極
力
排
除
し
て
い
る
。

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
の
社
会
経
済
的
文
脈
に
照
ら
し
て
考
え
る
と
き
、
筆
者
は

、
次

の
四
点

に
お

い
て
、

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

に
お
け
る

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
支
援
事
業
を
積
極
的
に
評
価
し
た

い
と
思
う
。

①

ロ
ー
ン
の
総
額
を
、
セ
メ
ン
ト
指
標
に
換
算
し
、
セ
メ
ン
ト

一
バ

ッ
グ
の
市
場
価
格
を
毎
月
の
返
済
額
と

す
る
仕
組
み
は
、



 

発
想
と
し
て
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
建
築
資
材

の
市
場
価
格

の
変
動
に
ス
ラ
イ
ド
制
で
対
応
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
リ
ボ

ル

 

ビ

ン
グ
基
金

の
目
減
り
を
防
ぎ
、
持
続
的
な
事
業
展
開
を
可
能
に
す
る
と

い
う
効
用
が
あ
る
。

②
収

入
創
出
プ

ロ
グ
ラ
ム

・
研
修
の
実
施
は
、

ロ
ー
ン
返
済
の
円
滑
化
の
目
的
に
加
え

て
、
地
域

の
農
業

生
産
力
向
上
に
貢

 

献
し
う

る
可
能
性
が
あ
る
。

③
事
業
全
体

に
お

い
て
女
性

の
積
極
的
関
与

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
内

の
意
思
決
定
機

関
で
あ
る
運
営
委

 

 
員
会

に

つ
い
て
も
、
規
約
を
定
め
た
事
業
計
画
書

(3

・
3
参
照
)
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問

の
平
等
原
則
が
盛

り
込
ま
れ

て
お

 

 
り
、
委
員
会

の
役
員
構
成
に
も
そ
れ
が
反
映
し
て
い
る
。

④
経
験
的

に
比
較
検
証
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
住
宅
建
設
支
援
事
業

の
よ
う

に
、
個
人

を
対
象
と
す
る
貸

 

 
付
型
の
小
額
支
援
は
、
汚
職
が
絡
む
可
能
性
が
極
め
て
低

い
。
対
象
世
帯
別
に
経
費

の
詳
細
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
り
、

 

 
責
任
の
所
在
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
使
途
不
明
金

の
発
生
す

る
余
地
が
な

い
。

 

最
後
に
、
今
後

の
課
題
と
思
わ
れ
る
点
を
指
摘
し
、
提
言
と
し
た

い
。

 

現
時
点
で
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
は
、
農
業
生
産
性
が
比
較
的
高

い
地
域

(ブ
ン
ゴ
マ
、
マ
ウ
ア
、
ル
ニ
ェ
ン
ジ
ス
、
キ
シ
イ
、

ボ

メ
ッ
ト
、
マ
チ
ャ
コ
ス
の
諸
管
区
)
に
お

い
て
、
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
る

(地
図
2
参
照
)。
仮

に
、
今
後
、
農
業
生
産
性

の
低

い
乾
燥
地
域

に
お

い
て
住
宅
建
設
支
援
事
業
を
拡
張
し
て
い
く
場
合
に
は
、
ロ
ー
ン
返
済
率
が
さ
ら
に
低
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

で
は
ミ
ラ
ー
産
業
が
生
産

・
加
工
部
門
に
お

い
て
高
度
に
発
達
し
て
い
る
こ
と
に
加
え

、
そ
れ
ら
を
通
じ

た
農
村
部

へ
の
活
発
な
キ
ャ
ッ
シ

ュ

・
フ
ロ
ー
が
地
域
経
済

の
他

の
部
門
を
刺
激
す
る
効
果
を
有
す
る
。

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
に

お
け
る
ミ
ラ
ー
産
業

の
経
済
的
意
義
は
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
包
括
的
に
評
価
す

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
は
、
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地 図2 ケ ニア 国 内 に お け る農業 生 産 性 の高 い地 域

 出 典=The Survey Of Kenyα, Kenya:Land Productivity PotentiaL

   1966,(加 筆修 正)

茶
栽
培

に
よ
る
現
金
収
入
も
あ

る
。

こ
う
し

て
、
住

宅

ロ
ー
ン
の
返
済

に
充

て
る
現
金
は
、
直
接

的
に
も
間
接
的

に
も
換
金
作
物
産
業
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

 

3
節

(3

・
3
)
で

述

べ
た

よ

う

に
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ

テ
ィ

・
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
の
事
業
計
画
書

に
よ
れ
ば
、

ハ

ビ
タ

ッ
ト
本
部

の
規
定
ど
お
り
、
月
収
が

二
五
〇
〇
シ
リ

ン
グ
以
上
、

一
万
二
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
以

下
の
世
帯
を
支

援

対
象
と
す

る
。

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方

の
、
と
り
わ
け

ミ

ラ
ー
生
産
地
で
あ
れ
ば
、
二
五
〇
〇
シ
リ

ン
グ
の
月
収
を

確
保
す

る
こ
と
は
難
し
く
な

い
。
2
節

(2

・
2
)
で
述

べ
た
よ
う
に
、
土
地

に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
が
な

い
未
婚
男

女

で
さ
え
、
加
工
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
働
く
こ
と
に
よ
り
、

一
日

一
五
〇
シ
リ
ン
グ
程
度
の
現
金
を
得

る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

 

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ア
ゼ

ロ
ガ
イ

テ

ィ

・
ア

フ
イ
リ

エ
ー
ト
で
は
、
多
く

の
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
が

ロ
ー
ン
返
済

を
大
幅

に
遅
延
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、

農
業
生
産
性
が
低
く
、
確
固
た
る
現
金
収

入
源
を
も
た
な
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い
地
域

に
お

い
て
、
同
様

の
住
宅
建
設
支
援
事
業
を
展
開
す
る
場
合
に
は
、

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
の
場
合
よ
り

も

ロ
ー
ン
返
済
率

が
悪
化
す
る
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト
は

「生
産
的
な
貧
困
層
」
を
支
援
す
る
が
、
仮
に
、
あ

る
世
帯
あ
る

い
は

地
域

に

つ
い
て
、

ロ
ー
ン
返
済
が
不
可
能
だ
と
査
定
さ
れ
、
結
果
的

に
支
援
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
と
す

れ
ば

、
こ
こ
で
い
う

「
生
産
的
な
貧
困
層
」

の
範
疇
は
非
常
に
狭

い
も

の
と
な
る
。

 

「悪
質
」
な

ロ
ー

ン
滞
納
者

へ
の
対
処
と
し
て
、
法
的
手

段
に
訴
え
る
こ
と
は

い
た
し
か
た
な

い
。
し
か

し
な
が
ら
、
貸
付

と
返
済

の
窓

口
と
な

る
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
は
、
濃
密
な
社
会
関
係

の
う
え

に
な
り
立

つ
草

の
根

の
自
助
組
織

で
あ
り
、
本
来
的

に
は
、
規
約
ど
お
り

の
取
り
立
て
が
難
し

い
。
極
端
な
低
所
得
世
帯

・
地
域
に

つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
無
償
提
供
を
織
り
交

ぜ

、
そ
の
分

ス
ウ

ェ
ッ
ト

・
エ
ク
イ

テ
ィ

(ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
内
で
の
相
互
奉
仕
)
の
割
当
を
増
や
す
な
ど
、
代

替
手
段

の
選
択

肢

を
増
や
す

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
も
よ

い
か
も
し
れ
な

い
。

 

と
は

い
え

、
や
は
り

ロ
ー
ン
返
済
を

ハ
ビ

タ
ッ
ト
に
よ
る
支
援
事
業

に
お
け
る
基
本
原
則
と
す
る
点
は
堅

持
し
た
ほ
う
が
よ

い
。
じ

っ
さ

い
、
無
償
提
供

の
性
格
を
強
化
す
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
月

々
の
返
済
額
を
低
額
に
抑
え

つ

つ

(そ
の
分
だ
け

返
済
期
間
は
長
期
化
す
る
が
)
、
収
入
創
出
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
拡
充

・
活
用
し
な
が
ら
、
住
宅
建
設
を
通
じ
た
包

括
的
な
自
立
支
援

事

業
と
し
て
拡
充
し
て

い
く
方
が
、
持
続
可
能
性

の
点
で
優
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ロ
ー

ン
返
済
能
力
を
強
化

す

る
う
え

で
、
収
入
全
体
を
底
上
げ
す
る
補
強
活
動
を
併
せ
て
導
入
す
る
な
ら
ば
、
住
宅
建
設
に
特
化
し
た

ハ
ビ
タ

ッ
ト
の
支

援
事
業
が
、
実
質
的
に
は
ト
ー
タ
ル
な
生
活
改
善
事
業
と
し
て
の
効
用
を
持

つ
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

ロ
ー
ン
返
済
に

は

、
も
う

一
つ
の
社
会
的
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(数
値
化
な
ど
、
目
に
見
え
る
よ
う
な
か
た
ち
で
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
)
も
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
言
及
し
た
、

ロ
ー
ン
を
完
済
し
た
ホ
ー
ム
オ
ー
ナ
ー
は
、
そ
の
勤
勉
さ
と
誠
実
さ

が
地
域
社
会
の
な

か

で
高

い
評
価
を
得

て
お
り
、
近
隣
住
民
か
ら
厚

い
信
頼
を
得

て
い
る
。
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【付
記
】

本
報
告
は
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果

の

一
部

で
あ
る
。
本
報
告

の
も
と

に
な
る
資
料
収
集
、
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
は
、
科
学
研
究
費
補
助

金

(基
盤
研
究

(B
)
世
界

の
開
発
援
助
機
関
と
援
助
活
動
に
関
す

る
文
化
人
類
学
的
研
究
、
研
究
代
表
者

・
田
村
克
己

・
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
)

 
の
研
究
協
力
者
と
し
て
、

二
〇
〇
五
年

一
二
月

一
七
日
か
ら

二
〇
〇
六
年

二
月
六
日
に
か
け
て
、

ハ
ビ
タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ァ
本
部

(
ナ
イ

ロ
ビ
)
、

マ
ゥ
ア

管
区
事
務
所

(
メ
ル

・
ノ
ー

ス
県

マ
ウ
ア
町
)
、
な
ら
び

に
ア
ゼ

ロ
ガ
イ
テ
ィ

・
ア

フ
イ
リ

エ
ー
ト

(メ
ル

・
ノ
ー
ス
県
イ
ゲ
ン
ベ

・
サ
ウ
ス
イ
ー

ス
ト

 
郡
)

に
お

い
て
実
施
し
た
。

256

 

【注
】

(1
) 

ア
パ
ー
ラ

ン
ド
の
人
口
密
度

は

一
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
あ

た
り
約

六
五
〇
人
、

ロ
ワ
ー
ラ

ン
ド
は
約

一
〇
〇
人
で
あ
る

(
一
九
九
九
年
国
勢
調
査

 
結
果
か
ら
筆
者
が
概
算
)。

(2
) 

エ
チ
オ
ピ

ア
で
は

「
チ

ャ

ッ
ト
」
、
イ

エ
メ
ン
を
は
じ
め

ア
ラ
ビ

ア
語
圏
で
は

「
カ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る

ニ
シ
キ
ギ
科

の
常
緑
樹

(学

名

O
ミ
ぎ

ミ
舘
駐

)
。
親
木
の
枝
か
ら
成
長

し
、

二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
に
成
熟

し
た
瑞
枝

(葉
は
廃
棄
す
る
)
を
噛
む
と
、
弱

い
覚
醒
作

用
を
得
ら
れ

る
。

 

ニ
ャ
ン
ベ
ネ
地
方
産

の
ミ
ラ
ー
は
、
ケ

ニ
ア
国
内
主
要
都
市
の
ほ
か
、

ソ
マ
リ

ア
や
英
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
対
英
輸
出

の
み

で
年
間

一
九

 
〇
億
シ
リ
ン
グ

(約
三
〇
〇
億
円
)
の
売
り
上
げ
を
も
た
ら
す
と

い
わ
れ
る

(○。
目

α
昌

Z
讐
δ
炉

O
Φ
o
の
∋
げ
①
同
bっ
9
b。
OO
㎝
)
。

(
3
)

新

鮮
な
ま
ま

国
内

・
海
外

の
消
費
地

へ
と
輸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
都
合
上
、
収
穫
以
降

の
全
て
の
段
階

に
お

い
て
素
早

い
判
断
が
必
要
と
な

る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
イ
ゲ

ン
ベ
人
仲
買
人
と

ソ
マ
リ
人
卸
売
人
は
、
判
断
ミ
ス
の
た
め

に
多
額

の
損
益
が
発
生
す

る
危
険
性
と
常

に
隣
り
合
わ
せ
で
あ

 
る
。
ま
た
、
手
続
を
迅
速
化
す
る
た
め
に
書
面
で
は
な
く
信
用
契
約

に
依
存
す
る
結
果
、
詐
欺
等

の
ト
ラ
ブ
ル
も
多

い
。

(
4
) 

ア

フ
ィ
リ
エ
ー
ト
が
作
成
す

る
事
業
計

画
書

(
O
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 
M
a
n
n
u
a
l
 
W
o
r
k
b
o
o
k

)
は
、
全
国
共
通

の
様
式

に
よ
る
。
合
計

一
八

ぺ
ー
ジ

に
及
ぶ
事

業
計
画
書
は
、
ア
フ
ィ
リ

エ
ー
ト
の
組
織

・
運
営
方
法
、
支
援
事
業
対
象
世
帯
の
選
び
方

、
ロ
ー
ン
返
済
に
先
立

つ
頭
金

の
額
、
滞
納
者

へ
の
対
応
な

ど
、
多
数

の
項
目
に

つ
い
て
該
当
事
項
が
記
入
さ
れ

て
い
る
。

(
5
)

う
ち
第

一
号
に

つ
い
て
は
④

に
よ

っ
て
調
達
し
た
資
金
を
充

て
、
ほ
か

二
世
帯
に

つ
い
て
は

ハ
ビ

タ
ッ
ト
が
資
金
援
助
を
行
う
。

(
6
) 

ハ
ビ

タ

ッ
ト

・
ケ

ニ
ア
の
住
宅
建

設
支
援
事
業

で
は
、
住
宅
建
設

に
先
立

っ
て
衛

生
基
準
を
満
た
し
た
縦
穴
式
便
所

(b
邑

9
胃
5
Φ
)

の
整
備
が
義

 
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

(
7
) 

一
九
九
九
年

の
評
価
は
、
ケ

ニ
ア
全
国

の
六

ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト

(
K
i
g
u
m
o
,
 
A
t
h
i
r
u
 
G
a
i
t
i
,
 
K
i
m
u
r
i
,
 
K
a
t
i
r
a
,
 
N
d
a
b
a
r
n
a
c
h
,
 
L
u
b
o
k
h
a
)

を
対
象
と

 
し
た
。

一
九
九
七
年

に
つ
い
て
は
、
資
料
を
入
手

で
き
な
か

っ
た
た
め
明
ら
か
で
な

い
。



(8) ア
ゼ
ロ
ガ
イ
テ
ィ
で
は
、
二
〇
〇
一
年
五
月
一
日
か
ら
、
セ
メ
ン
ト
一
バ
ッ
グ
あ
た
り
の
価
格
が
五
五
〇
シ
リ
ン
グ
か
ら
六
五
〇
シ
リ
ン
グ
に
値

 上
が
り
す
る
こ
と
、
並
び
に
ロ
ー
ン
の
返
済
を
可
能
な
限
り
五
月
一
日
以
前
に
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
を
薦
め
る
通
知
が
ア
フ
ィ
リ
エ
ー
ト
名
で
発
行
さ

 れ
た
こ
と
が
あ
る
。
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臨
似
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